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－1－ 

第１章 調査の概要 
 
１－１ 背景 

シエラレオネ共和国（以下、「シエラレオネ」と記す）は、2002 年に 11 年間に及んだ内戦が終

了し、戦後復興から成長を続けここ数年間の平均 GDP 成長率は 7％を記録している。これに伴い

首都フリータウンを中心に電力需要が伸びており、現在、フリータウンの電力需要が約 45.0MW
と予測され、2025 年には 130MW 以上の需要が見込まれる。これまでわが国をはじめ各ドナーは

電力供給施設の建設を支援してきており、2010 年には世界銀行（World Bank：WB、世銀）の支

援により、平均出力 17.5MW のブンブナ水力発電所が運転を開始し、首都フリータウンの電力事

情はだいぶ改善されたが、既存の電力供給出力が需要を満たせなくなる状況は続いている。その

一因として、老朽化した送変電設備の影響による高いシステムロスの存在のほか、電力供給施設

を計画的に保守・運用し、適切な維持管理を行うことができる人材が不足しており、その結果、

発電出力を 大限有効利用することが困難になっていることが挙げられる。わが国が昨年度（2009
年度）無償資金協力により供与した発電設備（ディーゼル、10MW）についても、的確な発電設

備の運用、修理知識をもった技術者がいないため、修理方法など技術的な判断や見極めがつかな

い状態で、修理が必要なエンジンや発電機を停止せずに運転もしくは故障したまま運転を続行す

る等の危険性がある。 
今後、ドナーから供与された電力設備を維持管理する任にある国家電力公社（National Power 

Authority：NPA）は、内戦前後を通じて、電力設備を諸外国からのレンタル電源に頼り、自ら運

転、維持管理をした経験があまりないことにより、技術者の質、数双方において不足しており、

日常の管理業務体制も整備が必要である。また、経営体としての体裁も整っているとは言い難く、

慢性的な赤字体質が続き、新規の設備の更新、維持管理に充てる資金も不十分な状態である。今

後も、既存設備を維持管理しながら、将来の電力需要を見越した新規の発電設備の拡充のために、

維持管理能力の向上に加え、経営の刷新が強く望まれている。 
このような状況を改善すべく、シエラレオネ政府より発電設備の適切な運用保守、維持管理を

担う NPA の人材育成・能力向上を目的とした支援について、わが国に対し要請がなされた。 
同要請を受け、今般 JICA は技術協力プロジェクトの案件形成を行うために詳細計画策定調査

を実施する。 
 
１－２ 調査の目的 

本調査は、シエラレオネ政府からの協力要請の背景、内容を確認し、シエラレオネ政府関係機

関との協議を経て、協力計画を策定するとともに、当該プロジェクトの事前評価を行うために必

要な情報を収集、分析することを目的とする。 
協力計画を策定するにあたっては、先方は（1）首都圏の基幹発電所であるキングトム発電所に

あるディーゼル発電機をモデルに、ディーゼル発電機に関する運用・維持管理技術の移転手法の

確立、（2）ファルコンブリッジ変電所をモデルに、ファルコンブリッジ変電所を基点とした送配

電線・系統の運用・維持管理技術の移転の手法確立、といった 2 つの成果発現を通じて NPA の技

術者の能力強化を図ることを要請していることから、以下の観点で情報収集を行い、協力の枠組

みについて検討を行うこととする。 
 



－2－ 

（1）ディーゼル発電機に関する運用・維持管理技術の移転手法の確立 
① キングトム発電所の発電計画（短期・中期）の有無 
② 発電用燃料、潤滑油、スペアパーツ等の在庫管理、調達計画の有無 
③ エンジン及び発電機の理論、メカニズム、システムなど基本的技術に関する NPA 職員の

知識確認 
④ エンジンメンテナンス（不具合発生時の原因追及、メンテナンス計画立案、定期点検等）

NPA 職員の能力の確認 
⑤ 発電補機（ラジエーター、ピュリファイヤー、排気設備等）の日常点検の有無 
⑥ 運転維持管理体制（機械設備の運転、事故、保守整備記録等）の確認 

 
（2）ファルコンブリッジ変電所を基点とした送配電線・系統の運用・維持管理技術の移転手法

の確立 
① 電気設備全体の運転・保守、整備記録等、管理体制整備の確認 
② 電気の理論、電気設備のメカニズム、動作等の基本的技術に関する NPA 職員の知識・技

術力の確認 
③ 電気設備に係る安全管理体制（日常点検、作業場の掃除等）の確認 

 
１－３ 調査団員 

分 野 氏 名 所 属 
派遣期間（Period）

（Arr. – Dep.） 

総括・調査企画 
実川 幸司 
Jitsukawa Koji 

JICA 産業開発部電力課 
Deputy Director, JICA  

7 月 25 日～8 月 6 日

技術参与（電力政策） 
林 俊行 
Hayashi Toshiyuki 

JICA 産業開発部課題アドバイザ

ー 
Senior Advisor, JICA 

7 月 3 日～8 月 14 日

※ 

発電機械設備 
松村 昇 
Matsumura Noboru

八千代エンジニアリング㈱ 
役務コンサルタント 
Consultant 

5 月 2 日～9 月 29 日

電気設備 
仁尾 正 
Nio Tadashi 

八千代エンジニアリング㈱ 
役務コンサルタント 
Consultant 

6 月 13 日～8 月 29 日

評価分析 
今井 梨紗子 
Imai Risako 

国際航業㈱ 
役務コンサルタント 
Consultant 

7 月 25 日～8 月 6 日

※短期専門家（電力政策アドバイザー）としての活動期間中、本調査団に参団する。 
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１－４ 調査日程 

N0. Date Activities（AM） Activities（PM） Stay 

1 7/25（Sun） 成田発 ミュンヘン着 ミュンヘン 

2 7/26（Mon） ミュンヘン発 フリータウン着 フリータウン 

3 7/27（Tue） JICA 事務所協議 
エ ネ ル ギ ー 水 資 源 省

（MEWR）大臣協議 

国家民営化委員会（NCP）
協議 

フリータウン 

4 7/28（WED） NPA 協議 キングトム発電所 7.8 号

機視察 
外務省表敬 

フリータウン 

5 7/29（Thu） ファルコンブリッジ変電所視

察 
アフリカ開発銀行（AfDB）協

議 
財務計画省表敬 

英国國際開発省（DFID）

協議 
世銀電話会議 
ヨーロッパ連合（EU）協

議 

フリータウン 

6 7/30（Fri） NPA/MEWR 合同 WS 同左 フリータウン 

7 7/31（Sat） 資料整理  フリータウン 

8 8/1（Sun） 資料整理  フリータウン 

9 8/2（Mon） NPA/MEWR PDM/PO,ミニッ

ツ（M/M） 終確認・署名 
キングトム発電所 6 号機

視察 
フリータウン 

10 8/3（Tue） 事務所報告 実川団員 フリータウン

発 
アクラ（ガーナ）へ移動 

フリータウン /
アクラ 

11 8/4（Wed） （実川） 
JICA ガーナ事務所・在ガーナ

日本国大使館報告 

今井団員 フリータウン

発 
（実川）ガーナ電力公社

（ECG）訓練セ

ンター訪問 
アクラ発 

フリータウン /
アクラ 

12 8/5（Thu） （実川、今井）フランクフル

ト着 
 

 フランクフルト

13 8/6（Fri） （実川、今井）成田着   

 
１－５ 対処方針 

（1）各成果発現に向けた情報収集 
・ 「1-2 調査の目的」記載の観点について、エネルギー水資源省（Ministry of Energy and Water 

Resources：MEWR）、NPA、他ドナー等との関係者間との協議を通じて、必要な情報を

得る。 
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（2）各成果発現に必要な協力コンポーネント（機材、専門家派遣等）の特定 
・ 「1-2 調査の目的」記載の成果発現に必要な投入計画（機材、専門家派遣、研修実施な

ど）について、本プロジェクト実施機関（NPA）を中心に協議する。 
研修実施については、ガーナ電力公社（Electricity Company of Ghana：ECG）訓練センタ

ーでの第三国研修を想定に協議する。 
また、運用保守・維持管理に関する実地訓練（On-the-job Training：OJT）の一環として、

6 号機の再生診断、今後のリハビリ計画策定を活動に含めることについても協議する。 
 
（3）現場視察（キングトム発電所の運転体制の活動視察・ヒアリング） 

・ シエラレオネ首都圏の基幹発電所である同発電所の運営体制、保守管理体制について確

認する。また、1995 年に無償にて供与し、現在故障中となっている 6 号機の現状につい

て確認する。 
 
（4）実施体制、スケジュールを含めた技術協力の枠組みに関する基本合意の取り付け 

・ （1）～（3）までの調査結果に基づき、プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project 
Design Matrix：PDM）、活動計画表（Plan of Operation：PO）を先方とともに作成し、プ

ロジェクト実施合意に向けた討議議事録（Record of Discussion：R/D）について大筋合意

し、今後の本プロジェクトの進め方、実施上の留意事項について M/M にまとめ、先方

と署名交換を行う。 
 
１－６ 面談者リスト 

（1）エネルギー省（Ministry of Energy and Water Resources：MEWR） 
Mr. Ogunlade R. Davidson Minister 
Mr. Martin A. B. Kamara Deputy Minister 
Mr. Augustine S. Sheku Permanent Secretary 

 
（2）Ministry of Foreign Affairs and International Cooperation 

Mrs. Khadijatu Bassir Deputy Director-General 
 
（3）Ministry of Finance and Economic Development 

Mr. A. Jam Jalloh Director, Central Planning, Monitoring and Evaluation 
 
（4）国家民営化委員会（National Commission for Privatization：NCP） 

Mr. Abu Bangura Chairman/ Commissioner 
Ms. Madonna Thompson Financial Analyst 

 
（5）シエラレオネ電力公社（National Power Authority：NPA） 

Mrs. Maude R. Peacock NPA Board Chairperson 
Mr. Zubairu Kaloko General Manager 
Mr. Denis Garvie Acting Deputy General Manager 
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Mrs. Fatmala Bah Corporate Secretary 
Mr. Mahmood Timbo Technical Director/ Head of Engineering 
Mr. John Kabia System Planning Manager 
Mr. Tamba Sumana Senior Mechanical Engineer, Planning Office 
Mr. Alfred Vandi Senior Mechanical Engineer, Planning Office 
Mr. Milton Gosbai Senior Engineer 
Mr. Edleen Elba Human Resource Manager 
Mr. Hussan Barrie Technical Audit Manager 
Mr. J. Mongorquee Provincial Services Manager 
Mr. Alex Matale Consultant/ Commercial Director 
Mr. Brima Bangura Financial Controller 
Mr. Samuel Kambo Consultant, Commercial Department 
Mr. Harry Reider Generation Manger, Kingtom 
Mr. Aiah Morsieray Operations Manager, Kingtom 
Mr. Francis V. Nyama Electrical Engineer, Falcon Bridge 
Mr. Edward Parkinson Electrical Engineer, Falcon Bridge 
Mr. Unisa Samura Senior Electrical Engineer, Falcon Bridge 

 
（6）世界銀行（World Bank：WB、世銀）（Audio） 

Mr. Mudassar Imran Task Manager 
Mr. Sameh Mobarek Finance, Private Sector Development and Infrastructure Unit 

 
（7）ヨーロッパ連合（European Union：EU） 

Mr. Quentine Peignaux Project Officer/ Infrastructure 
Mr. Ibrahim Cole Project Officer 

 
（8）アフリカ開発銀行（African Development Bank：AfDB） 

Dr. Samuel Ofori Onwona Resident Representative 
Mr. Cecil Nartey Principal Country Programme Officer 

 
（9）英国国際開発省（Department for International Development：DFID） 

Mr. Sam Grout-Smith Human Development Programme Advisor 
 
（10）在ガーナ日本国大使館 

田村 優輝 二等書記官 
 
（11）JICA ガーナ事務所 

山内 邦裕 所長 
田中 幸成 所員 
大草 真紀 企画調査員 
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（12）JICA シエラレオネ・フィールド・オフィス 
吉川 正宏 企画調査員 
Mr. Joseph Cummings-Lewis Programme Officer 
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第２章 協議結果の概要 
 
２－１ 主な協議結果 

「第 1 章 1-5 対処方針」を受け、以下の（1）から（2）に示す各項目について、関係機関との

協議、現地調査に基づき、先方政府と確認し、主要な点については M/M として合意を得た。 
 
（1）テクニカルマネジメントチーム（Technical Management Team：TMT）及びマネジメントグ

ループ（Management Group：MG）の設置 
発電設備の維持管理の技術協力拠点となるキングトム発電所及び送配電設備の維持管理の

技術協力拠点となるファルコンブリッジ変電所において、日本の専門家から適切な技術移転

がなされるよう、C/P に相対で対応してもらうべく、各拠点に MG を設置し、各専門家から

効果的な移転がなされる体制とすることを先方と合意した。また、NPA 本社において、現場

の現状を把握せずに各種計画を行っていることが維持管理上、深刻な問題を引き起こす可能

性が高いことから、NPA 本社内に TMT を設置し、現場と本社間の壁を取り払い、現場の声

が適切に本社のマネジメントに反映するような体制を築くことを技プロで実践することも合

意した。 
 
（2）地方部（Districts Area）の電力施設維持管理人材の育成について 

本プロジェクトはウェスタンエリアの電力施設の維持管理に携わる技術者を育成すること

を主たる目的としているが、先般政府から地方部への電力施設の拡充が表明されたこともあ

り、今後地方部での電力施設の維持管理に携わる要員のキャパビルも必要となることから、

ニーズがあれば、地方部の技術者（技術者の候補者となる人材）をウェスタンエリアの各拠

点に招聘し、訓練機会を与えることを約束した。 
 
（3）維持管理に携わる人材について 

本詳細計画策定調査の結果、維持管理に携わる要員が絶対的に不足していることが判明し

た。今後技プロを経て、持続可能な維持管理体制を築くには相応の人材（Engineer、
Technitician）の確保が必要であることから、必要要員の確保を PDM の外部条件として記載

することとした。また、2010 年 7 月 30 日に開催した合同ワークショップにおいて、MEWR
の人事担当局長に要員のリクルートを強く要請し、先方も確保に向け善処することを約束し

た。 
 
（4）NPA 本社技術計画部門の強化について 

冒頭記載のとおり、現場の維持管理体制を持続可能なものにするためには本社のマネジメ

ント体制の強化・刷新とセットで行う必要がある。よって、本技プロでは Output 4 として、

計画マネジメント体制の強化を設定し、本社技術計画部門のキャパビルも同時に図りつつ、

現場との意思疎通の推進を行うことを活動に加えた。 
 
（5）NPA の経営改善について（大臣への表明、各ドナーとの連携） 

NPA の電気事業全体の改善については、現場の維持管理能力の向上、本社の電力施設維持、
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電力供給計画体制の改善のほか、経営部門（財務、営業など）の改善も併せて実施していく

必要がある。本技プロでは経営部門（Commercial Aspects）については、対象とせず、それら

は他ドナーが行うことで相乗効果を図ることとした。ちなみに、DFID は現在、財務監査役

（Financial Controller）、営業部長（Commercial Director）等を外部専門家として雇用して、NPA
の経営改善推進のために送りこんでいるが、本専門家派遣を当面延長（2010 年 10 月以降は

DFID が相応額を拠出している世銀の信託基金の活用による継続雇用）する意向であること

を確認したほか、世銀も対シエラレオネ向け新クレジットの供与条件として NPA のリストラ

を Conditionality としていることも確認した。 
また、当方よりシエラレオネ大臣に対し、技プロの効果発現にあたっては、NPA の経営改

善も不可欠であることから、世銀が条件としている NPA のリストラについても前向きに対処

してほしい旨申し入れ、NPA のアンバンドリングや電力料金改革などの一連の改革と併せて

実施したい旨の発言が大臣よりあった。 
 
２－２ 総括所感 

（1）アフリカ 貧国への電力分野の技術協力について 
開発段階の低位にあるアフリカ諸国においても、人口の増大、安定化による商業活動の拡

大に伴い、電力需要の増大はどの国においても認められ、電力インフラの整備拡充及びそれ

らの付帯的な技術協力のニーズは高い。中進国に比べ、発電規模や求められる技術は高度な

ものではない一方、きめ細かな協力が求められるのが現状である。他方、日本の電力分野の

リソースをみれば、需要に対して供給が追いつかず、先方が望むほどの要員を割けないのが

現状である。 
幸い本案件は、無償資金協力を中心に、長年電力分野への協力を実践してきており、今次

要請のあった維持管理への協力も長年の協力の延長上に成立したため、案件の形成後予定さ

れる日本側のリソースの動員も比較的可能であると思われる。また、他ドナーも電力分野の

ソフト分野の協力を実践しており、他ドナーとの補完関係を築くことができるという意味で

も、本案件は、リソース動員が難しいアフリカ諸国における協力という意味では、ある種の

モデルとなると思われる。 
なお、本件は人材養成の一環として、JICA が協力拠点として整備しつつあるガーナ共和国

（以下、「ガーナ」と記す）の EGC（電力公社）を第三国研修の場とすることを予定してお

り、このような周辺国のリソースの活用という観点もリソースが限られる諸国への協力を行

ううえでの必須の要素である。 
案件実施以後も、他ドナーとの連携、相乗効果等、補完要素を注視しながら実践すること

が今後のベストプラクティスの蓄積のうえでも必要となるであろう。 
 
２－３ 電力計画アドバイザーからの所感 

（1）NPA 本部シニア・マネジメントの現状と本技プロの目的 
アフリカ諸国のエネルギー電力セクターの仕事に長年携わり感得した言葉が、“Culture of 

Irregularities and Dependency”である。シエラレオネの場合、この文化が他のアフリカ諸国と

比べて特に強く、この言葉に象徴されるセクターガバナンスの殊更な脆弱性が内戦をやって

しまった国の特徴である。この文化は NPA の中枢部にも大きな影響を与えているとともに、
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特筆すべき点は、過去 20 年以上にわたり NPA は通常状態で電力供給を行ってきた経験がな

いという事実である。 
NPA の電力設備は内戦前から資金不足による不十分な維持管理と設備更新によりかなり

ひどい状態にあったが、そのような状態にあった地方発電所の息の根を止めたのが内戦であ

った。また Western Area では東半分まで反乱軍が押し寄せ、反乱軍が占拠した地域では電力

設備がかなり破壊された。EU の資金で設備が再建された地域もあるが、いまだに設備が破

壊されたままになっている地域もある。また世銀による 33kV の工事が大幅に遅れているた

めに Western Area の東半分では NPA による電力供給がまだ行われていない。2002 年の内戦

終結後 NPA はキングトム発電所の発電設備増強を試みたが、この文化に象徴される実施能力

のなさでうまくいかず、JICA の無償によるニイガタで初めて設備増強が実現した。しかし設

備増強されたにもかかわらず、運転に必要な燃料の調達が行われずに放置されたため、ニイ

ガタの電力が必要なときに発電できなかった。またブラックホールロードにも今年（2010 年）

中に新規のディーゼル発電が開始される予定だが、そのための人材確保や燃料調達の準備が

着実に進んでいるようにみえない。 
このような NPA 本部の現状に対して、キングトムとファルコンブリッジの現場におけるマ

ネジメントは電力供給を直接担っていることから、NPA 本部のマネジメントとはかなり異な

る状況にある。彼らは何とかして日々の仕事を改善していかなければならないという思いが

あるにもかかわらず、「火事場の火消し」的な仕事に毎日追われている。また、彼らの不満は

本部が現場の窮状を理解せず十分な対応をしてくれないことにある。このような本部と現場

の現状を十分踏まえて、この技プロでは現場と本部の計画とマネジメントの能力開発をして

NPA の文化を変えていくことが求められている。そのために、現場レベルで MG（Management 
Group）をつくってもらい技術移転の受け皿とするとともに、本部では TMT（Technical 
Management Team）をつくって MG 代表者を含めて定期的に本部関係者と会議をもち、現場

と本部間の有機的関係を形成することをひとつの目的とした。 
世銀は 1970 年代から NPA の構造改革に対する支援を行っており、これまでに Management 

Contract を 2 回程度行っている。しかし世銀はこれまで目に見える成果をほとんど出すこと

ができなかった。世銀の技術協力は T/A（Technical Assistance）としてコンサルタントが入り

調査を行い、報告書をまとめて置いていくものであるが、この程度の支援では NPA は変わる

ことができない。特に日々の仕事を効率的・効果的に実施していくための業務基盤が整備さ

れていないなかで、報告書だけ置いていかれても NPA の現場ではなすすべはない。初めてシ

エラレオネに来て以来、NPA を変えていくには JICA の技プロで現場レベルから変えていく

しかないと考えていたが、ようやくそれを実現できる目途が立とうとしている。 
 
（2）パイプライン専門家の重要性 

今回はパイプライン専門家として松村氏には 2010 年 5 月から、仁尾氏には 6 月から現場に

入っていただいた。特に松村氏は無償の建設段階からキングトム（Kingtom）に常駐してい

ただき、現場の人材育成に尽力していただいたとともに、現場の状況を詳細に把握していた

だいた。内戦経験国では 2 週間程度の短期調査ではみえてこない重要な課題があるものであ

り、このような形でこの国の現場の実情を技プロの準備調査の段階で把握できたことは、技

プロの内容を検討し、シエラレオネ側のコミットメントを喚起するうえで非常に貴重であっ
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た。このように長期間専門家に現場で C/P とともに働いてもらい、その国の本質的な問題を

把握することは、リベリア共和国（以下、「リベリア」と記す）などの紛争経験国でこれから

協力を実施するうえで考慮すべきことである。 
 
（3）業務実施基盤整備（Business Infrastructure）への支援 

パイプライン専門家の報告やこれまでの小職の経験から、NPA の根本的な問題は日々の業

務を効率的・効果的に実施していくための業務実施基盤がないことが原因であると理解でき

た。そしてこの業務実施基盤が整備されていないために、NPA 本部の計画・マネジメントも

適正に実施することができないと思われる。このためにこの技プロでまず重点的に取り組む

べき課題は業務実施基盤整備とし、業務実施基盤を整備しながら人材育成も同時並行的に実

施していく内容とした。業務基盤には「Human Infrastructure」「Office Infrastructure」「Technical 
Infrastructure」「Working Infrastructure」「Institutional Infrastructure」があると考えられ、技プロ

で人材育成を行いながら設備台帳などを改定し、業務実施基盤を整備していく。しかし懸念

されるのは、目先の仕事に追われるばかりの今の現場で、設備台帳整備のための調査や機器

の試験を実施していくための追加的な人材がいない現状である。このために新たな人材確保

が必要不可欠であることを強く NPA に申し入れた。 
また、これから始まる技プロはタンザニア連合共和国・ルワンダ共和国（以下、「タンザニ

ア」「ルワンダ」と記す）などの技プロと異なり、研修所の整備ではなく、日々の仕事を効率

的・効果的に実施していくための基盤整備であることを確認する必要がある。NPA の現状は

研修所を整備する以前の劣悪な状況にあり、NPA 自身の業務実施基盤と計画・マネジメント

能力を職場でまず形成していくことを優先しなければならない。3 年後にこの基盤をある程

度整備することができれば、次に自前の研修機能を整備することを検討することができる。

この支援ニーズに対してフェーズ II として協力することは可能性として検討できるだろう。 
 

（4）地方電力供給 
MEWR 大臣はルンギやマケニなどの地方の主要な町で電力供給を復活させたい考えで、既

にディーゼル発電設備の入札案内が新聞に掲載された。このため、この技プロにおける人材

育成の対象を Western Area だけでなく、全国を対象としてほしいという大臣の意向が示され

た。また大臣とともに Bo-Kenema 系統を視察したが、ここでも人材育成のニーズが把握され

た。この技プロでは、もともと対象を Western Area に限定していたが、このような現状を踏

まえて人材育成の対象を Western Area 以外の地域にも拡大した。しかし Western Area 以外の

地域に対しては人材育成だけを行い、技術移転に必要な資機材の提供は Western Area 内に限

定することとし、これを M/M で確認した。 
 
（5）不適切な設備形成の悪循環 

2012 年に選挙を控えていることもあり、政府は Western Area 以外の地域でも電力供給を急

速に拡大する計画であり、既に述べたルンギ・マケニなどの地方の町におけるディーゼル発

電による電力供給の再開を政府はめざしている。ここで懸念されるのが、ディーゼル発電の

計画と建設を適正に行う能力を現在の省（MEWR）はもっていないことである。ディーゼル

発電設備の調達と設置には巨額の資金が動くことになり、既に汚職のうわさが流れているが、
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適正な仕様と入札書類の作成から始まり、入札書類の審査、契約ネゴ、契約の締結、工事監

理と引き渡し検査というプロセスを適正に実施し、建設された設備の質を確保することが非

常に重要な課題となっている。しかし、今の省の陣容から考えると、建設されるディーゼル

発電設備の質を確保することがほとんど不可能な状況にあり、かなり欠陥のあるディーゼル

発電設備が NPA に引き渡されることになると危惧される。このような設備を引き受けざるを

得ない NPA は、維持管理により多くの資金が必要になり、赤字体質を抜け出せない悪循環を

招くことが懸念される。また現在の NPA の体質も、かつてこのようなことが何回も繰り返さ

れた結果できあがったものと想像される。 
 
（6）世銀との情報交換 

世銀シエラレオネ事務所の代表が休暇でいないことから、世銀本部のタスクマネジャー・

タスクメンバー2 名と電話で情報・意見交換を行った。世銀は IDA のクレジットを 1,500 万

ドルから 2,000 万ドル計画しており、また DFID が 2,000 万ドルから 2,400 万ドルの拠出を予

定しているインフラのトラストファンド（TF）を監理することになっている。世銀は第二世

銀（International Development Association：IDA）クレジット提供に NPA 分割の閣議決定を条

件としているようで、シエラレオネ政府がなかなか閣議決定しないことを懸念していた。 
DFID の資金で NPA の財務部門に入っている 3 名のコンサルタントについて、彼らは絶対

的に必要な人材であるが世銀としては彼らの投入は短期的な対応として考えており、長期的

対策は NPA のリストラであるという考えだった。こちらからは本技プロの説明をし、2010
年 11 月ごろから開始予定であることを伝え、この技プロは TA（Technical Assistance）と異な

り、専門家が C/P と一緒になって働きながら、C/P が求められる仕事を実施できるように人

材育成と必要な業務実施基盤を整備することが目的であることを伝えた。これに対して JICA
の技プロは世銀のクレジットと補完関係にあるとの世銀の理解が示された。IDA クレジット

が使えるようになれば、省（MEWR）はエネルギーの計画と実施部門の人材と PC などの機

材を揃え、プロジェクトの計画実施機能が改善されることが期待できる。このためにもでき

るだけ早く IDA のクレジットが使えるようになることが望まれるが、NPA 分割の閣議決定が

いつになるかは予断が許せない状況である。 
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第３章 シエラレオネ電力セクターの現状と課題 
 
３－１ 電力セクターの概況 

３－１－１ 発電設備の概況 
① 2009 年から 2010 年までのこの 1 年間にフリータウン市の電力供給事情は、大きく変っ

た。2009 年 12 月まで独立系電気事業者（Independent Power Producer：IPP）のガスタービ

ン発電機（Gas Turbine Generator：GTG）（ディーゼル）発電所による 14MW だけがフリー

タウン市の電力供給源であったが、ブンブナ水力発電所の発電設備 1 基（定格出力 25MW）

が 2009 年 12 月に運転を開始し、フリータウン市への電力供給能力は一挙に高まった。 
② キングトム発電所の JICA 無償資金援助プロジェクト「フリータウン電力供給システム

緊急改善計画 Phase-2（発電-2）」により設置された新潟 7 号機及び 8 号機の 2 基（定格出

力合計 10MW、常用 8～9MW）が、予定どおり完工し、2010 年 3 月 30 日にシエラレオネ

側に引き渡され、2010 年 4 月 29 日のブンブナ水力発電所の渇水による運転停止に伴い、5
月 10 日から商用運転を開始した。その後ブンブナ水力発電所の発電再開の 7 月 5 日以降は

スタンバイ状態で、ときどきブンブナ電力が停止するため、週に 2、3 回の半日程度の運転

を行っている。 
③ ブンブナ水力発電所は 2009 年 12 月の運転開始以来発電設備の 1 基のみが稼動して 18～

20MW 程度を発電していたが、2010 年 8 月上旬になって残る 1 基も運転を始めた模様であ

る。ブンブナ水力発電所の電力受入量を NPA は計器でモニタリングしていないので正確に

は把握できないが、キングトムのコントロールセンターからフリータウン変電所に聞くと

ころでは、雨期の 8 月時点で電力供給量は約 30MW である。ただし、乾期になれば今年（2010
年）4 月 29 日から 7 月 5 日までのように年間 2～3 カ月間程度は発電停止すると考えるべ

きである 
④ キングトム発電所隣のキャタピラー高速ディーゼル発電機 13 基による IPP の GTG 発電

所（定格出力合計 14MW、常用 12～13MW）は、ブンブナ水力停止時にキングトム発電所

と連系して運用されている。 
⑤ ブンブナ、GTG 及びキングトム発電所の運転の組み合わせは明確に規定されていない。

2010 年 8 月時点ではおおむねブンブナが常時運転しており、配電能力上限の約 27MW の

電力を供給し、キングトムと GTG がスタンバイとなっている。ブンブナが停止した場合

はキングトムと GTG が連系運転している。 
⑥ フリータウン市に対する NPA の電力供給量は、2010 年 5 月から 6 月のキングトム発電

所の新潟発電設備と GTG発電所の連系運転時の実績からみて 20～25MW程度であったが、

その後配電網の修理が進み、現在は 大 27MW といわれている。現有の発電能力はキング

トム 8～9MW、ブンブナ 0～30MW 及び GTG 12～13MW で、合計 大電力供給能力は 20
～52MW となり、フリータウンの潜在電力需要 40～45MW にかなり近くなってくる。 

⑦ 2010 年末にはブラックホールロード発電所に現在建設中のワルチラ発電設備 2 基（定格

出力合計 16.5MW）が稼動する予定であり、フリータウン市への電力供給能力はキングト

ム、ブンブナ、GTG、ブラックホールロード 16.5MW（常用 14～15MW）を合計すると約

34～67MW に達する。ブラックホールロード発電所の運開後 GTG の契約が切れたとして

もフリータウン市への電力供給能力は 22～39MW を確保できる。 
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⑧ このように電力供給能力が急速に増強されつつある一方、フリータウンの電力需要家の

要求に応える電力を供給するためには、NPA の配電網を確実に整備し、また現有の全発電

設備の連系運転を計画的かつ円滑に実施することが絶対に必要で、これが現在のフリータ

ウンの電力需要に応える 大の課題といえる。 
⑨ 現在フリータウン市を除けば、公共電力の供給があるのはシエラレオネのローカル地域

ではボー・ケネマ地区 1 カ所のみであり、残りのローカル地域は全くの無電化状態である。

シエラレオネ政府はローカル地域の電力供給に積極的に取り組み始めており、今後主要地

方都市にそれぞれディーゼル発電機を設置すると言っている。 
⑩ 発電設備が急速に増強されつつあるなかで、NPA の発電設備維持管理能力の現状は、主

要要素である財政基盤、組織体制、計画・マネジメント、人材、技術、設備機材のいずれ

についても極めて劣勢貧弱であり、早急に発電設備維持管理能力の向上に取り組まなけれ

ばならない。 
⑪ 特に、燃料の購入手配の遅れによる新潟発電機の商用運転開始の遅れ、運転計画がつく

られていないため新潟発電機の保守計画が立てられないこと、送配電設備の老朽化による

トリップ、機関停止の多発、などの重要問題は NPA の計画・マネジメントの問題であり、

現場における発電設備維持管理要員の技術能力向上と人材育成のみならず、NPA 本社を含

めた技術マネジメント能力向上が喫緊の課題である。 
⑫ また、ブラックホールロード発電所の稼動開始、及びローカル発電所の新設に対応する

発電設備の運用維持管理要員の増員と教育訓練もまた NPA が早急に取り組むべき重要課

題である。 
⑬ 表 3-1-1に稼動中または据え付け中のシエラレオネ電力セクター発電設備の概要を示す。 

 
表３－１－１ シエラレオネ電力セクター発電設備の概要 

発電所 発電設備 定格出力

（kW） 
常用出力

（kW） 
運転開始時期 

キングトム 
（JICA） 

ディーゼル 2 基 
（新潟 18V28HLX）

10（5×2） 8～9 2010 年 5 月 

ブンブナ 
（BUMBUNA 

HYDRO） 

水力タービン 2 基 
現在 1 基のみ稼動中

50（25×2） 
25 

10～20 2009 年 12 月 

GTG（IPP） 
ディーゼル 13 基 
（Caterpillar） 

14 12～13 2007 年 12 月 

ブラックホールロ

ード 
（BADEA） 

ディーゼル 2 基 
（Wartsila） 

16.5（8.25×2）  
2010 年 12 月予定

（据付中） 

ローカル地域 
・ボー（Bo-Kenema 

Power Services） 
・ゴマ（China Fund） 

ディーゼル 1 基 
（MAN・B&W） 

水力 

1.2 
6.4（1.6×4）

0.8 
2010 年 1 月 

不詳（稼動中） 

（出所：調査団作成） 
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３－１－２ 電気設備・送配電設備の概況 
① 現在のフリータウン市の配電区域は、7 つの主要配電所（Kingtom、Falcon Bridge、Blackhall 

Road、Congo Cross、Brookfield、Wilberforce 及び Wellington）から 11kV/400V/230V で配電

されている。このほかに 2009 年に運開した 161kV 送電線がブンブナ水力発電所とフリー

タウン変電所間で接続されている。需要家分布は政府及び公共設備関係が Falcon Bridge 及

び Brookfield 地区で、工業地帯は Blackhall Road と Wellington 地区にあり、他の地区は一般

需要家が多い地区となっている。 
② 現在世銀の援助で建設中のフリータウン、ウィルバーフォース変電所及びブラックホー

ルロード発電所間を結ぶ 33kV 配電線路は 2010 年末までに完成する予定である。一方ウィ

ルバーフォースとリージェント変電所間の 33kV配電線路が JICA無償資金援助プロジェク

ト「フリータウン電力供給システム緊急改善計画 Phase-1（配電-1）」により 2009 年 3 月に

建設が終了し運用可能な状態であり、上記のフリータウンとウィルバーフォース変電所間

の 33kV 配電線路が完成すれば Regent 地区は、新規需要家にリージェント変電所から配電

されることになる。 
③ フリータウン都市部の配電網は 11kV の地中線と架空線から成り、1 次変電所及び配電用

変電所を経て、各需要家に 415/240V 低圧配電線で供給されている。それら配電網のほとん

どは老朽化し、予算不足と人員不足から十分な保守作業が滞っているため、その機能・容

量は建設時の状態から相当量低下している。したがってフリータウン都市部の電力供給容

量は配電容量がネックとなって実質的に需要を大きく下回る結果となっている。 
また、技術的及び技術以外の損失からなる 2008 年の送配電損失は 37～52％である。 

④ しかし、2008 年以来約 20～25MW 程度であったフリータウン都市部の配電容量が、キ

ングトム発電所～ブルックフィールド変電所間の 11kV 地中線の修繕や盤類の補修などに

より最近はかなり改善しつつあり、2010 年 8 月現在での配電容量はおおむね 30～33MW と

フリータウン都市部の潜在需用電力である 40～45MW に少しずつ近づいている。NPA の送

配電維持管理チームの努力は評価できる。 
⑤ 11kV 系統は各需要家へ電力供給している基幹配電系統であるが、11kV の開閉装置

（Switchgear：SWGR）に設置されている大部分の保護継電器及び計器類は正常に機能して

いない。このため、11kV 配電系統の末端で地絡事故等が発生すると、この事故が発電機の

保護継電器で検出され発電機がトリップし、結果として系統全体の停電が発生している。

また、計器類が正常に動作していないため、各フィーダーの最大電力の把握が正確に行わ

れていない。 
⑥ 高圧盤（Ring Main Unit：RMU）は、ほとんど大部分が老朽化し正常に機能していない。

特に変圧器保護用のフェーズは大部分の RMU で破損しており、一部では、変圧器の保護

がない状態で使用され、また負荷開閉器は絶縁物が劣化しており、負荷状態における配電

線路の開閉が安全にできない危険な状態で使用されている。 
⑦ 11kV 系統の事故は約 70％を埋設ケーブル事故が占めている。2008 年における 11kV 系

統における事故件数は埋設ケーブルで 143 件、架空線で 71 件合計 214 件に及ぶ。ケーブル

そのものが古く、また適切な補修材料が入手できず応急的な処理を行っていることに起因

している。 
⑧ 低圧配電系統は需要家に架空線又は埋設ケーブルで配電している。多くの配電線は応急
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的な事故処理が行われているため、事故が再発している。また、これらは火災、技術的電

力損失の原因となっている。また、危険で劣悪な据付手法と設計基準の欠落及び内戦後フ

リータウンへの人口集中による違法接続と盗電による配電損失も多い。 
⑨ 需要家の増加に対し一部の地区では配電用変圧器からの低圧配電線の延長で対応してい

る。このため低圧の配電線路が異常に長くなり電圧降下が甚だしく、かつ負荷バランス等

が不適切な状態で新規需要家の接続を行っているため、過負荷状態で負荷の不平衡が顕著

となっている。これらは特に配電系統の末端で発生しており、特に Lumley 地区でこの状

況が顕著に現れている。 
⑩ 一方、運転・保守に必要な配電系統図、設備台帳等の技術情報はほとんど整備されてお

らず、事故が発生してから対応するという事後処理が行われ、種々の懸案事項が累積して

いる。このため電力設備の維持管理に支障を来している。 
⑪ 配電線路を適切に維持管理するための遮断器、断路器、避雷器等の機器及び電流計、電

圧計、電力量計等の計器等が十分でなく、かつ情報処理機器もほとんど整備されていない

状態である。 小限の予備品さえも常時保管されていないため、一時的な作業を余儀なく

されている。 
⑫ このようにフリータウンの送配電設備の更新、修理、整備が急がれるなかで、NPA の送

配電設備維持管理能力の現状は、発電設備のそれと同様まだまだ劣勢貧弱であり、早急に

送配電設備維持管理能力向上に取り組まなければならない。特に、送配電設備の老朽化に

よるトリップ・発電機停止の多発、大量で多岐にわたる送配電設備の更新、修理計画は NPA
全体の計画・マネジメントの問題であり、現場における送配電設備維持管理要員の技術能

力向上と人材育成のみならず、NPA 本社を含めた技術マネジメント能力向上が喫緊の課題

である。 
⑬ また、ブラックホールロード発電所の稼動開始、及びローカル地区発電所の新設に対応

する送配電設備の運用維持管理要員の増員と教育訓練もまた NPA が早急に取り組むべき

重要課題である。 
⑭ 上記のとおり、フリータウンの送配電網の整備と維持管理能力向上対策を直ちに実施し

なければならないが、その一方、至急フリータウンの全電力供給設備の連系運転実施に備

える必要がある。すなわち、キングトム、ブンブナ水力、GTG、ブラックホールロードの

発電設備が全フリータウンの送配電網（グリッド）に接続され一体化した電力供給系統と

なるため、全発電設備と負荷側を適正に調整しながらこれらを連系運転させるシステムが

必要である。キングトム発電所内のコントロールセンターに、各発電所の電力情報を常時

モニタリングする設備を設置するよう提案する。 
 
３－２ 発電設備の現状と課題 

３－２－１ 発電設備の現状 
（1）キングトム発電所発電設備 

キングトム発電所には 2010 年 8 月現在、表 3-2-1 に示すとおり、9 基のディーゼル発電

設備を保有している。このうち正常に稼動しているものは、JICA 無償資金援助プロジェク

ト「フリータウン電力供給システム緊急改善計画 Phase-2（発電-2）」により設置された新

潟 7 号機及び 8 号機の 2 基のみである。 
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他の 7 基の発電設備は現在すべて運転不能で長期間停止したままで放置されており、こ

れらは 近整備を終えた Caterpillar 2 号機（ブラックスタート用発電機）を除けば、①ほ

ぼスクラップ状態のもの（Mirrlees 2 及び 3 号機）、②故障したまま修理のめどが立たない

まま放置されているもの（三菱 6 号機、Caterpillar 1 号機）、③予備品不足で修理不能のた

め運転できないもの（Sulzer 4 及び 5 号機）であり、いずれも惨憺たる状態である。 
以下にキングトム発電所の各発電設備の状況について詳細に述べる。 

 
表３－２－１ キングトム発電所発電設備の概要 

発電設備名 運転開始年 
定格出力

（MW）

使用

燃料
状況 

Mirrlees 2 号機 2007 6.9 HFO
2007 年、コミッショニング後シリンダヘッ

ド亀裂により運転不能。全筒シリンダヘッ

ド開放のまま放置。 

Mirrlees 3 号機 2002 6.5 HFO
2006 年、No.1 ピストン足出し事故のため運

転不能、そのまま放置。 

Sulzer 4 号機 1978 9.2 HFO

2009 年 3 月発電機修理完了 
コミッショニング後、ときどき無負荷運転

実施。排気管ガス漏れ、ガバナーハンチン

グ。 
1 次冷却水クーラー（海水/清水）、海水ポン

プ、各種補機類故障。エンジン本体は修理

すれば運転可能であるが予備品不足。 

Sulzer 5 号機 1980 9.2 HFO

ときどき無負荷運転実施。1 次冷却水クーラ

ー（海水/清水）、海水ポンプ、各種補機類故

障。エンジン本体は修理すれば運転可能で

あるが予備品不足。 

三菱 6 号機 1995 5.0 HFO

2007 年 9 月 No.5 クランクピン軸受け焼損事

故。事故後全筒ピストン抜きしたまま放置。

No.5 クランクピンに傷あり。全クランクピ

ン軸受け、全主軸受け更新必要。排気弁座

水漏れ、主要運動部品、シリンダライナに

発錆あり。LO 及び HFO ピュリファイヤー、

排気ガスボイラー、スラッジ処理装置など

使用不能。 
エンジンメーカーによる詳細な調査を行

い、再生の可能性の判断を行う。 

新潟 7 号機 2010 5.0 HFO
2010 年 3 月 30 日引き渡し、5 月 10 日から

商用運転開始。 
好調に稼動中 
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新潟 8 号機 2010 5.0 HFO
2010 年 3 月 30 日引き渡し、5 月 10 日から

商用運転開始。好調に稼動中 

Caterpillar 
1 号機 

2000 1.2 DO 
エンジン故障のまま放置。 
使用不可能 

Caterpillar 
2 号機 

2000 1.2 DO 
2010 年保守整備完了。ブラックアウトスタ

ート用発電機として使用可能。 

 
1） 新潟 7 号機及び 8 号機 

新潟 7 号機及び 8 号機発電設備（合計出力 10MW）は JICA 無償資金援助プロジェク

ト「フリータウン電力供給システム緊急改善計画 Phase-2（発電-2）」の工事が 2010 年 3
月初めに無事完了し、2010 年 3 月 30 日客先 NPA に正式に引き渡された（新聞報道（1）
（2）（3）参照）。 

2009 年 12 月からフリータウン市に電力を供給してきたブンブナ水力発電所が、渇水

期でダム水位が低下し 2010 年 4 月 29 日から発電を停止した（新聞報道（4）（5）参照）。 
それに伴い両発電設備は 2010 年 5 月 10 日から本格的に商用運転を開始し、以来両機

は極めて好調で効果的に運用されている。 
両機は NPA 配電網の整備不良、連系運転時の過負荷などによるトリップ、さらに燃料

供給の遅れなどでやむなく短時間停止することがあったが、それ以外はほとんど 24 時間

連続して 85～90％出力で、ブンブナ水力発電機が渇水期で発電できない期間中フリータ

ウン市の主要な電力供給設備としてほぼ毎日運転されてきた（表 3-2-2 及び収集資料（7）
参照）。 

特に両発電設備の発電主機ディーゼルエンジン（新潟 18HV28HLX）はそれ自体の不

具合による機関停止は 1 回も発生しておらず、非常に安定した良好な運用実績を示して

いる。 
 

表３－２－２ 新潟 7 号機及び 8 号機の運転実績 

新潟 7 号機 新潟 8 号機 
期間 発電量

（kWh） 
運転時間

（h） 
平均電力

（kW） 
発電量

（kWh） 
運転時間

（h） 
平均電力

（kW） 

2,005,060 549.20 3,651 1,799,470 511.22 3,520 5 月 1 日～ 
5 月 31 日

（744h） 
稼働率＝549.20h/744=0.763（76.3％） 稼働率＝551.22h/744=0.741（74.1％）

2,687,730 706.30 3,805 2.618,380 679.00 3,856 6 月 1 日～ 
6 月 30 日

（720h） 
稼働率＝706.30h/720=0.981（98.1％） 稼働率＝679.00h/720=0.943（94.3％）

（注）5 月 1 日及び 6 日から 9 日までは燃料の供給がなく 7 号機、8 号機とも停止していたため、

5 月の稼働率は見かけ上低くなっている。 
（出所：調査団作成） 
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しかしながら、両発電設備は NPA 配電網の整備不良、更には IPP との連系運転時の過

負荷などによるトリップ・発電機停止が多発しており、2010 年 5 月と 6 月の 2 カ月間に

限っても 7 号機が 11 回、8 号機は 46 回ものトリップ・発電機停止が発生している。ト

リップ・発電機停止の原因はフリータウン市内の NPA 設備の老朽化、整備不良による故

障、地絡、更には配電所での異常な接続操作、更には連系運転中の IPP 側のトリップに

よるオーバーロードによるものである。キングトム発電所 7 号機、8 号機が原因となる

ものは 1 件も発生していない（表 3-2-3 及び収集資料（8）参照）。 
トリップ・発電機停止は発電設備に予想できない異常な負荷をかけるものであり、こ

れが長期間に累積すれば発電機寿命の短縮にもつながることが懸念される。早期にトリ

ップ・発電機停止現象を低減させる方策が必要である。 
 

表３－２－３ 新潟 7 号機及び 8 号機のトリップ・発電機停止原因・回数 

トリップ・発電機停止の原因（回数） 
発電機 期間 

IPP 発電機 配電設備故障 地絡 異常接続操作 

合計 
（回数）

2010 年 5 月 1 2 3 0 6 

2010 年 6 月 1 2 2 0 5 
新潟 

7 号機 
小計 2 4 5 0 11 

2010 年 5 月 1 11 3 2 17 

2010 年 6 月 9 13 5 2 29 
新潟 

8 号機 
小計 10 24 8 4 46 

（出所：調査団作成） 
 

一方、ブンブナ水力発電設備は雨期に入って十分にダムに貯水できた 2010 年 7 月 5
日から運転を再開した。ブンブナ水力発電設備の再開以降は、両発電機はスタンバイ発

電設備として常時運転できる体制で待機し、必要に応じ週に数回程度、比較的短時間の

発電を行っている。 
2010 年 8 月時点での運転方式では、ブンブナ水力発電所が停止した場合、信頼性の高

い新潟 7 号機、8 号機をまず始動させ両機で 8.5～9MW を発電し、その後 IPP の GTG 発

電所の発電機を 1 台ずつ徐々に始動し連系運転させ、発電量を調整しながら供給電力の

不足を補っている。 
ブンブナ水力発電設備は NPA に属しておらず、シエラレオネ政府の MEWR の直轄下

にあり、その運用管理はシエラレオネ政府とイタリア共和国（以下、「イタリア」と記す）

の Salini & Studio Pietrangeri 社との間で契約が結ばれており、NPA はブンブナ水力につ

いては技術上、運転上の一切の情報も得られず、連系運転実施においてもブンブナ側か

ら、前触れのない、突然の「ブンブナ運転停止」または「ブンブナ運転開始」の一方的

通報と携帯電話連絡があるだけで、キングトム発電所は新潟 7 号機と 8 号機を動かし苦

労しながら IPP の GTG 発電機と連系運転するという現状になっている。 
両発電設備の運転記録を収集資料（7）に、また機関停止記録を収集資料（8）に示す。 
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2） 三菱 6 号機 
三菱 6 号機（16KU30 型）は 1995 年 JICA 無償資金協力で設置され運用されてきた。 
2007 年 9 月 No.5 クランクピン軸受け焼損事故以来、オーバーホール工事途中のまま

放置されており、発電設備メーカーによる再使用の可能性診断を待っている状態である。 
現在の状況は 16 シリンダ全筒についてピストン抜きが行われ、シリンダヘッド、ピス

トン、クランクピン軸受け及びクランク軸が大気中に暴露状態で一部に発錆がみられる。

また、潤滑油ピュリファイヤーは破損し使用不能、LO フィルターエレメント、O-リン

グ、パッキング類の予備品はほとんどもっていない。HFO ピュリファイヤーは部品不足

で故障したまま長期間使用されていないうえ、スラッジ処理装置、排気ガスボイラーも

故障している。 
No.5 クランクピン軸受け焼損事故発生時の状況は、「付属資料 8．現況報告 1」によれ

ば、次のとおりである。 
・ 正規の潤滑油ピュリファイヤーが破損していたため、Mirrlees 3 号機用の潤滑油ピ

ュリファイヤーを移設して使用した。 
・ 潤滑油は指定の ARGINA T40（高粘度油）7 ドラム、ARGINA T30（低粘度油）35

ドラムを混合して使用した。 
以上の状況からみて、6 号機のクランクピン軸受けの事故は、潤滑油系の不具合と潤

滑油選定に過誤があったものと推定される。また、事故後予備品の準備もせずにオーバ

ーホールを強行させた上位管理者の技術マネジメントに重大な問題があったといえる。 
6 号機再使用については、できるだけ旧部品を再生活用して修理費を抑え、ディーゼ

ル油使用で出力を 3,000kW 程度で我慢することで、経済的にも成り立てば再使用の道は

残っていると考える。しかし開放放置されて既に丸 3 年が経過しており、重要部品の発

錆も進み、また多数の予備品の補充が必要で LO ピュリファイヤーの更新も必要である

ことなどから、状況は明るくないと感じられる。 
 

3） Sulzer 4 号機及び 5 号機 
Sulzer 4 号機及び 5 号機（8RNF68 型）は舶用低速ディーゼル機関 Sulzer RND68 型の

陸上発電機転用型であり、大型で回転数が低いため、頑丈で低質の重油燃焼に適してい

る。キングトム発電所 4 号機及び 5 号機は長期間にわたって部品の交換、修理がされず

いたずらに放置されており、ときどき思い出したように意味不明の無負荷運転がなされ

ている。 
4 号機及び 5 号機の Sulzer ディーゼル機関は製造年度も古く、油漏れ、水漏れ、ガス

漏れ、計器なし等でまともな発電設備とはいえないが、発電機を含めて特別に致命的な

不具合があるようにはみえない。したがって部品を交換し整備すれば当分の間発電設備

として使用できると思われる。しかし 2009 年 3 月の 4 号機の短時間の負荷運転状態では

異常なハンチング現象がみられ、燃料ポンプのタイミング調整、磨耗してガタの多いガ

バナーリンクの更新整備などが必要と思われる。 
補機関係では、海水で清水を冷却する 1 次冷却水クーラーが故障し部品交換されずに

放置されており、更新目的で購入した海水ポンプが海水仕様でなかったため、すぐに腐

食したことなど、その他補機関係はかなりの部分が整備不良の状態にある。 
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両機は既に売りに出されており、このままの状態で売れれば買主が修理して発電し、

NPA がその電力を買い取るという構想である。 
Sulzer RNF 型は既に製造が打ち切られており、新品の部品調達は困難であろうと考え

られるが、舶用の RND 型は古い船でまだいくらか使用されているはずであるから、中

古部品はある程度入手できる可能性はある。 
 

（2）ブンブナ水力発電設備 
ブンブナ水力発電所の 2 基のうち発電設備 1 基（定格出力 25MW）が 2009 年 12 月に運

転を開始した。その後 2010 年 4 月 29 日渇水により運転停止、雨期到来により 7 月 5 日か

ら再び運転を行っている（新聞報道（6）（8）（9）参照）。 
7 月 5 日以降 1 基発電設備のみの運転で 10～20MW の出力で運転していたが、残る 1 基

も 2010 年 8 月上旬から運転開始された模様である。ブンブナ水力発電所の 2010 年 8 月 20
日現在の電力供給量はフリータウン変電所からの連絡によれば 30MW となっている。NPA
の配電容量が 33MW 程度であるため、現状の電力供給量はこれに制限されている模様であ

る。 
ブンブナ水力発電会社（BUMBUNA Hydro Power Plant）は NPA に属しておらず、シエラ

レオネ政府の MEWR の直轄下にあり運用管理はイタリアの Salini & Studio Pietrangeri 社と

契約が結ばれている。NPA はブンブナ水力発電会社から電力を買い上げ（15Ct/kW といわ

れている）それを NPA の配電網で市中に配電するだけで、NPA は技術上、運転上の一切

の情報も得られないことから、現在ブンブナ水力についてはどのような状態なのか全く分

からない。連系運転実施においてもブンブナ側から、前触れのない突然の「ブンブナ運転

停止」または「ブンブナ運転開始」の一方的通報が来るだけで、あとはブンブナとの携帯

電話連絡により、キングトム発電所の新潟 7 号機と 8 号機の運転を実施するという異常な

事態が続いている。 
従来から NPA は莫大なブンブナ水力への莫大な電力料金の支払いの基礎データである

電力受入量を独自でモニタリングしておらず、ブンブナ水力の言いなりで電力料金を支払

っていた。今回の調査中にこの点を指摘したところ、 近になり NPA は電力量の計測装置

を購入し、南アフリカ共和国に研修員を派遣することになった（収集資料（11）参照）。 
 

（3）GTG 発電設備 
キングトム発電所に隣接してシエラレオネ政府と NPA が緊急電力供給設備として契約

している IPP の GTG 発電設備が 2007 年 12 月以来、契約期間を延長しつつまだ稼動中であ

る。発電設備は 13 基のキャタピラー高速ディーゼル発電機で、合計出力 大 14MW、常

用 12～13MW である。発電電力はキングトム発電所に送電され NPA の配電網によりフリ

ータウン市内に供給されており、発電状況はキングトム発電所内のコントロールセンター

でモニタリングされている。キングトム発電所の新潟 7 号機と 8 号機との連系運転は、キ

ングトムのコントロールセンターと GTG 発電所とを VHF 通信で相互連絡を取りながら実

施している。 
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（4）ブラックホールロード発電所発電設備 
NPA ブラックホールロード発電所では、現在アフリカ経済開発アラブ銀行（Banque Arabe 

pour le Developpement Economique en Afrique：BADEA）資金の、2,600 万米ドルに上る長期

のソフトローンにより、Wartsila ディーゼル発電設備（2 基、定格出力合計 16.5MW）を建

設中である。 
本発電設備は建設及び据付はノルウェー王国（以下、「ノルウェー」と記す）の Jacobsen 

Electro 社が実施しており、エンジン、発電機等主要機材が 2010 年 6 月 20 日サイトに搬入

され、工事完了は 2010 年末とされている（新聞報道（6）参照）。 
本発電設備の運転維持管理には少なくともキングトム発電所並の要員数を確保しなけれ

ばならないが、NPA はエンジニア、テクニシャン要員の募集や養成については、いまだに

計画を立てていない。本調査団は今回の調査期間中に NPA に対し本件に対し、早期に要員

確保すること及びキングトム発電所での OJT 教育訓練を開始することを提案した。 
また、本発電設備が稼動すれば、今まで人口が多く工業地区であるにもかかわらず電力

がほとんど供給されていなかったフリータウン東部地区向けに電力供給源が確保された

ことになるが、その一方では東部地区の配電網の補修整備が甚だしく遅れており、現在の

フリータウン市中の配電網が場当たり的な補修に追われているなかで、東部地区の配電網

の補修整備をどのように実施していくのかが今後の大きな課題となる。 
 

（5）ローカル地域の電力設備 
シエラレオネのローカル地域で唯一公共電力が供給されているのが、ボー・ケネマ地区

である。ボーには NPA の子会社のボー及びケネマ電力事業（Bo-Kenema Power Services：
BKPS）のボー発電所があり、ここでディーゼル発電機 1 基（定格出力 1.2MW）が稼動中

である。またケネマの北方のゴマ地区に水力発電所〔1.6MW×4 基、定格出力合計 6.4MW、

中華人民共和国（以下、「中国」と記す）の協力により内戦前に建設され 近改修された〕

が稼動中である。ボー、ケネマ及びゴマは 33kV 送電線で結ばれている。 
シエラレオネ政府はローカル地域の電力供給に積極的に取り組み始めており、今後主要

地方都市にディーゼル発電機を設置すると言っている。現在設置が計画されているのは、

表 3-2-4 に示すとおりである（新聞報道（7）（10）（12）参照）。 
これらローカル地区の発電設備の運転維持管理にもそれぞれ要員を確保しなければなら

ないので、ローカル地区運転維持管理要員の募集及び養成も NPA の今後の重要な課題にな

る。 
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表３－２－４ 計画中のローカル地区ディーゼル発電設備 

発電機設置計画地区 発電機容量 燃料 

Lungi Airport 2MW×3 基 HFO 

Makeni/ Magburaka / Matotoka Township 3MW×2 基 HFO 

Port Loko and Lunsar Township 1.5MW×2 基 HFO 

Kambia/Rokupr Township 500kW×2 基 DO 

Kabala Township 250kW×2 基 DO 

Kailahun Township 250kW×2 基 DO 

Moyamba Township 1W×2 基 DO 

Pujehun Township 250kW×2 基 DO 

Bonthe Township 250kW×2 基 DO 

 
３－２－２ NPA 発電設備維持管理の現状 
（1）NPA 電力設備維持管理能力向上に対する JICA の取り組みの経緯 

JICA 無償資金援助プロジェクト「フリータウン電力供給システム緊急改善計画 Phase-2
（発電-2）」〔以下、Phase-2（発電-2）〕の工事開始に先立ち、2009 年 3 月時点において NPA
における電力供給設備運用維持管理の実情に接し強い危機感がもたれ、『報告書：シエラ

レオネ国電力公社 NPA における、発電設備運用保守整備の技術上及び体制上の問題点と対

策（2009 年 3 月 30 日付）』が提出された（付属資料 8．現況報告 2）。 
上記の Phase-2（発電-2）の工事期間中、NPA の電力設備維持管理能力向上を目的とし、

キングトム発電所の運転・維持管理要員（約 30 名）を対象にした、発電設備基礎技術の

座学講義を実施し、さらに発電設備の据え付け、組み立て、運転についての OJT 教育を実

施した。 
Phase-2（発電-2）の工事終了後、2010 年 3 月から 5 月 20 日まで、発電機据え付け業者

（電気）と発電機製作業者（機械）の技術者各 1 名が現地に残り、運転・維持管理要員に

対して、日常点検、機器の調整、始動、運転、燃料切り替え、監視、連系運転などの発電

設備慣熟運転を実地指導した。 
シエラレオネ政府より発電設備の適切な運用保守、維持管理を担う NPA の人材育成・能

力向上を目的とした支援についてわが国に対し要請がなされた。この要請を受け技術協力

案件形成を目的とし、本プロジェクト「電力供給設備維持管理のための能力向上プロジェ

クト詳細計画策定調査」が開始された。 
詳細計画策定調査を行うにあたり、2010 年 5 月 2 日から 9 月 26 日まで本調査団員（発

電機械設備担当）1 名が、プロジェクト実施に必要な調査、情報収集を実施しながら、主

として NPA 本社管理者、及びキングトム発電所の発電設備運用維持管理の管理者・エンジ

ニアクラスに対して、計画・分析・予測・判断を含む技術マネジメントの指導を行った。

さらに 2010 年 7 月 21 日から 8 月 25 日まで、電気設備、送・配電設備担当の調査団員 1
名が発電所の電気設備及び送・配電設備についての本調査を実施しながら技術指導を行っ

た。 
2010 年 7 月 6 日から 8 月 12 日まで MEWR にエネルギー政策アドバイザーとして短期専
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門家が派遣され、MEWR 大臣に政策提言を行いつつ、本調査団主要メンバーとしてプロジ

ェクトの計画立案を指導した。 
2010 年 7 月 26 日から 8 月 3 日まで、本調査すなわち「電力供給設備維持管理のための

能力向上プロジェクト詳細計画策定調査」の調査団がシエラレオネ入りし、｢シエラレオ

ネ政府、NPA と技術協力のスコープにかかわる協議を行い、合意に達し M/M 及び R/D を

取り交わした（新聞報道（11）参照）。 
 

（2）NPA 電力設備維持管理能力の現状 
上記 3-2-1（1）項に示す「JICA の取り組み」の結果、NPA 電力設備維持管理能力の現状

はどのようになったか、2009 年 3 月から 2010 年 8 月までの 17 カ月間で、どの部門でどの

程度改善されたか、今後の課題は何かを調査し、表 3-2-5 にまとめて示す。 
キングトム発電所の新発電設備の日常点検、運転、監視、記録、設備清掃・整理整頓は、

日本側の指導を得ながら発電課長及びエンジニアの指揮の下で運転・保守整備要員のみに

よって実施されている。また発電課長及びエンジニアは、日本側の指導を得ながら運転記

録の確認、保管管理、燃料、潤滑油管理、運転の指揮指導など技術マネジメントに積極的

に取り組んでいる。 
キングトム発電所では技術マネジメント能力向上のため、発電課長ほか主要スタッフか

ら成るマネジメントグループ（MG）と、運転・保守要員から成る実行グループ（AG）で

構成する「キングトム方式」（仮称）（付属資料 8．現況報告 3）を発足させ、MG 及び AG
に対し継続的に維持管理の OJT 教育を実施している。MG は週 3 回（月、水、金曜日）に

前日の運転シフト長を加え定期的に MG ミーティングを開き、情報交換、指示命令、報告、

技術検討を行っている。その結果、相互のコミュニケーションが円滑になり、情報共有化、

技術レベルの向上がみられる。 
7 号機及び 8 号機発電設備の好調な運用実績及び維持管理要員の積極的な業務取り組み

などからみて、2009 年 8 月から継続的に実施してきた発電設備維持管理要員に対する、座

学教育及び発電機の据え付けから運転に至る OJT 教育と、「キングトム方式」による技術

マネジメント指導の効果が徐々に現れてきているといえる。 
発電設備を確実に維持管理するという達成目標からみて、キングトム発電所の発電設備

維持管理能力の現状は、全体としてまだまだ十分なレベルにあるとはいえず、更に地道で

確実な努力を継続していかなければならない。 
燃料の購入手配の遅れによる新潟発電機の商用運転開始の遅れ、運転計画がつくられて

いないため新潟発電機の保守計画が立てられないこと、送・配電設備の老朽化によるトリ

ップ、機関停止の多発、などの発電設備維持管理上の重要問題は NPA 社の計画・マネジメ

ントの不良が原因といえる。NPA 本社のトップマネジメント自身が NPA 本社の発電設備

維持管理上の計画・マネジメントをどうすればよいか、よく分かっていないのではないか

と思われる。 
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表３－２－５ NPA 電力設備維持管理の現状（2009 年 3 月と 2010 年 8 月の比較及び今後の取り組み） 

評価項目 2009 年 3 月 30 日時点 2010 年 8 月 20 日時点 今後の課題 

1．組織・体制 ① NPA オフィスは電力設

備維持管理に関心な

く、計画、技術判断、

予算措置などのマネジ

メントを実施せず。（マ

ネジメント不良） 
 
② キングトム発電所から

の修理部品購入要求等

は NPA オフィスに取り

上げられず放置された

ままである。（マネジメ

ント不良） 
 
 
 
 
 
③ キングトム発電所の発

電課長は NPA 上層部

（GM、TD）からの思

いつき突発的指示命令

を、そのまま実施する

のみ。（マネジメント不

良） 
 
④ 三菱 6 号機のクランク

ピン軸受け焼損事故

は、NPA オフィス上層

部からの技術的判断を

欠いた指示（潤滑油に

30 番を使用、ピュリフ

ァイヤー使用せず、LO
フィルターなし）で運

転強行したことによ

る。（マネジメント不

良） 
 
⑤ 運用保守整備要員の日

常作業がほとんどな

く、無為・無気力・怠

惰・無統制的雰囲気で

あった。（マネジメント

不良） 

① NPA オフィスは電力設備維

持管理に関心なく、計画、

技術判断、予算措置などの

マネジメント改善がみられ

ない。 
 
 
② NPA オフィスの燃料購入手

配が遅れ、商用運転開始が

1 カ月遅れた。また、燃料

代金支払い遅れ、燃料輸送

手配不手際により、燃料供

給が大幅に遅れ、数日間に

わたり燃料供給が中断し、

燃料不足により発電を停止

した。その後も燃料供給は

遅れ勝ちである。 
 
③ NPA オフィスはブンブナ水

力再開後、キングトムの発

電計画を作成せず、キング

トムは常時スタンバイ状態

に置かれ補修計画も立てら

れない。 
 
 
④ 2010 年 7 月 30 日の調査団

報告会で NPA オフィスの

マネジメント強化改善を指

摘したが、肝心の GM はそ

の重要性を全く認識してい

ないか、または気がついて

いないと思われた。 
 
 
 
 
 
⑤ キングトム発電所からの潤

滑油、修理部品購入要求が

NPA オフィスで承認され購

入された。 
 
 
⑥ キングトム発電所内の発電

課長、エンジニア、運転保

守整備要員の体制と役割分

担を明確にした。 
 
 
 

① MEWR 大臣の直接指示

で、NPA のリストラが計

画されている。 
 
 
 
 
② 現状の発電課及び送配

電課をそれぞれ発電部

及び送配電部に格上げ

し、技術部長（Technical 
Director：TD）の支配か

ら外し自らの経営とマ

ネジメント維持管理を

行う体制を提案する。 
 
 
 
③ NPA オフィスの組織・体

制と実際の人員配置、各

人の役割責任を明確に

し、マネジメントの実態

を調査する。 
 
 
 
④ NPA オフィスで方針・意

思決定がどこでどのよ

うになされ、指示命令が

どのように出されどの

ようにフォローされる

のかを調査する。 
 
 
 
 
 
 
⑤ NPA オフィスに計画マ

ネジメントを実行でき

る人材を集め、強固な計

画マネジメント体制を

つくらせる。 
 
⑥ キングトム発電所内に

発足した運用維持管理

に関するマネジメント

グループ（MG）を教育

指導して、強固な技術集

団に育成する。（キング

トム方式の確立） 
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⑦ キングトム発電所内に運用

維持管理に関する MG が発

足した。（キングトム方式と

仮称） 
 
 
 
 
 
 
⑧ MG ミーティングを週 3 回

定期的に開催し、情報交換

と技術打合せ、指示命令、

報告相談を行っている。 
 
 
 
⑨ キングトム発電所の雰囲気

が明るく全員がかなり積極

的になった。 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ キングトム発電所内の発電

課長が 8 月 22 日～9 月 26
日までスウェーデン王国

（以下、「スウェーデン」と

記す）で研修。運転係長以

下 5 名がフィンランド共和

国（以下、「フィンランド」

と記す）で研修など、キン

グトム主要メンバーが不在

になる。 
 

⑦ キングトム MG は運用

維持管理に関する技術

的判断、指示命令のほか

に人員計画、教育訓練計

画、運用保守計画、予備

品消耗品補充計画、予算

案計画も立案し NPA オ

フィスに予算要求など

を行う。 
 
⑧ キングトム方式を改

善・拡大・前進させファ

ルコンブリッジ変電所、

ブラックホールロード

発電所、NPA オフィスな

どに波及させる。 
 
⑨ 2010 年 12 月稼動開始予

定のブラックホールロ

ード発電所の運転維持

管理要員の募集、教育訓

練が必要。更にローカル

地域の発電所新設に向

けて運転維持管理要員

の募集、教育訓練が必

要。 
 
⑩ キングトム主要メンバ

ーが不在中の維持管理

方法を協議する。 

2．技術 ① Sulzer RNF68 型 4 号発

電機はエンジニア不

在、運転要員のみで回

転不整定、燃焼不良の

まま漫然と運転されて

いた。（目的不明確） 
 
 
② 三菱 KU30 型 6 号発電

機は、クランクピン軸

受け焼損事故後、全筒

ピストン抜きされ、汚

損・発錆のまま放置さ

れていた。（目的不明

確） 
 

① 新潟 V28 型 7、8 号機の運

転、日常点検、簡単な保守

整備は、日本側が指導しつ

つ発電課長及びエンジニア

の指示の下に、NPA 運用維

持管理要員（3 シフト体制）

のみで実施中。 
 
② 新潟 V28 型 7、8 号機と IPP

の GTG 発電設備との連系

運転はキングトム発電所コ

ントロールセンターとファ

ルコンブリッジ S/S にて連

絡調整し実施中。 
 
 

① 新潟 V28 型 7、8 号機の

運転、日常点検、簡単な

保守整備は NPA 側で実

施中。当面見守りながら

適宜アドバイスし技術

の改善定着を図る。 
 
 
② 整備要員の技量からみ

て、新潟 V28 型 7、8 号

機の開放組み立てを要

する半年目、1 年目、2
年目保守工事にはエン

ジンメーカーの現場直

接指導が必要である。 
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③ 発電機の運転記録、事

故修理記録、技術資料

の記録、保管等の管理

が不良であった。 
 
 

③ 新潟 V28 型 7、8 号機の毎

日の運転記録、保守記録、

燃料、潤滑油記録はエンジ

ニアによって確認され、フ

ァイルされ、保管されてい

る。 
 
 
④ NPA 配電設備の老朽化、整

備不良、操作不良、GTG ト

ラブル、ブンブナとのコミ

ュニケーション不良などで

新潟 7、8 号機にトリップ、

発電機停止が多発。至急改

善を要す。 

③ ブンブナ水力と GTG 発

電設備と新潟 V28 型 7、
8 号機三者の商用運転時

の連系運転の、相互連

絡、出力調整などのルー

ルを至急制定する必要

あり。 
 
④ トリップ、発電機停止の

防止のため、送・配電・

変電設備機器の更新、修

理、整備を当面の最重点

事項として実施する 
 
 
 
⑤ 配電網グリッドに接続

する全発電設備の電力

情報をコントロールセ

ンターでモニタリング

し、負荷側と調整し全発

電設備を適切に連系運

転する技術を導入する。

3．コミュニケ

ーション 
① NPA は徹底的に上意下

達である。ただし指示

命令は下位に徹底せ

ず、途中で立ち消え、

実行されないことが多

く、上位者もそれを咎

めない。 
 
② コミュニケーションの

方法は、マネジャーク

ラス間で交換するその

都度作成のレターと携

帯電話である。 
 
 
③ レターは出し放し、受

け取り放し、行方不明

になりがちで、かつマ

ネジャー以下の実行者

まで指示命令が届かな

いことが多い。 
 
④ マネジャー以上は携帯

電話の電話代は NPA 負

担であり、使い放題で

あるが、それ以下の実

行者クラスは自己負担

なので携帯電話を業務

には使わない。したが

って実行者からマネジ

ャーには情報が上がら

① 燃料輸送について、副総裁

からの指示命令がトラック

輸送実行者まで伝達されず

燃料輸送が遅れた。（指示命

令の不徹底） 
 
 
 
② 燃料代支払いについて燃料

費支払い事務手続きに 4 日

間もの日数を要し、その間

燃料業者が燃料供給を止め

た。（事務手続き非能率） 
 
 
③ NPA の組織・体制・役割と

それにかかわる指示命令の

伝達の流れを調査の予定。

 
 
 
 
④ NPA は徹底的に上意下達で

ある。ただし指示命令は下

位に徹底せず、途中で立ち

消え、実行されないことが

多く、上位者もそれを咎め

ない（前回と同じ）。コミュ

ニケーションの方法は、依

然マネジャー間で交換する

その都度作成するレターと

① NPA の組織・体制・役割

とそれにかかわる指示

命令の伝達の流れを計

画にする必要がある。 
 
 
 
 
② 指示命令がマネジャー

間だけでなく、実行者ま

で確実に届くシステム

が必要である。（たとえ

ば、フォーム化、コピー

を担当者まで配布する）

 
③ 上意下達だけではなく。

マネジャーに実行者か

らの情報が上がる方策

を検討する要あり。 
 
 
 
④ 指示命令依頼は発信者

が、必ず実行者に指示・

命令・依頼書の到着と実

行状況を確認する。 
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ない。 
 
 
⑤ マネジャーの指示命令

が立ち消えになって

も、マネジャーから確

認しない限り、実行さ

れず、放置されること

が多い。 

携帯電話である。（前回と同

じ） 
 
⑤ キングトムでは MG ミーテ

ィングを週 3 回定期的に開

催し、情報交換と技術打合

せ、指示命令、報告相談を

行っており改善がみられ

る。 
 
⑥ スタンバイ中のキングトム

7 号機 8 号機に対する運転

指示はコントロールセンタ

ーへの携帯電話による突然

の連絡だけである。指示命

令の証拠が残らない。 
 
⑦ 配電変電設備の接続、切断

の連絡は携帯電話だけであ

る。連絡ミス、命令不履行

によるトラブルが多発して

いる。 

 
 
 
⑤ 携帯電話の電話代 NPA

負担範囲を下位の業務

実行者まで広げること

を提案する。 
 
 
 
⑥ キングトム方式の連絡

会議を NPA オフィス、

ファルコンブリッジ S/S
に普及させる。 

 
 
 
⑦ 社内コミュニケーショ

ン速度を高めるため、

E-mail など電子情報化

を取り入れるべきであ

る。 
4．経営・予算 ① NPA は赤字経営で多額

の借金がある模様。政

府補助金で損失補填。

 
② NPA に設備維持管理の

ための予算措置があっ

たかどうかは不明であ

る。 
 
③ 経営難のため NPA 職員

への給料の遅配があ

り。 
 
 
 
 
④ NPA 担当のリージェン

ト S/S の土地造成費の

支出がなかった。（配電

―1 工事） 
 
⑤ NPA 担当のキングトム

発電所の土地造成費の

支出がなかった。（発電

―2 工事） 
 
⑥ NPA 担当の配電設備設

置費の支出（セメント

購入費数千ドル程度の

こと）が大幅に遅れた。

（配電―1 工事） 
 

① NPA は赤字経営で多額の借

金がある模様。政府補助金

で損失補填。（改善なし〕 
 
② 大口支払い（ブンブナ水力、

GTG、旧ブラックホールロ

ード IPP、職員給料）が大

きく、燃料代支出困難。 
 
③ 毎週支払われるキングトム

発電所用燃料費の支払いが

遅れ、キングトムはたびた

び燃料不足となっている。

（改善なし） 
 
 
④ 今年度の運用維持管理予算

が計上されているか、金額

はどの程度か確認の要あ

り。 
 
⑤ 給料遅配はなくなったが、

依然給料が安く職員の不満

あり。 
 
 
⑥ キングトム発電所で運用維

持管理について年次ごとの

スケジュールを整備し費用

見積もり案を作成する。 
 
⑦ 運用維持管理の予算案作

① NPA 本体の根本的経営

改善/再建、経営陣の刷

新等の必要性あり。 
 
② 発電設備の運用維持管

理に要する予算は年度

ごとに、確実に計上する

こと。 
 
③ 燃料、潤滑油、消耗品、

予備品・部品、副資材は、

年度ごとの運用維持管

理スケジュールを作成

し、必ず予算を確保する

こと。 
 
④ 予備品は特殊なものが

多いため、製作、輸送、

受け入れに時間を要す

ため、購入手続き、発注

を迅速に行うこと。 
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成、予算要求、予算確保の

方策を探る予定。 
 
⑧ 燃料・潤滑油・部品等の購

入担当部署の作業、購入費

用支払い手続きなどの実態

を調査する予定 
 
⑨ NPA がブンブナ水力から受

け取る電力量を NPA 側で

はモニタリング、計量把握

していない。莫大な電力料

金の支払いはブンブナの請

求を鵜呑みにしている可能

性あり。 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑨ ブンブナ水力及び GTG

からの電力受入量を計

量する計器とシステム

を導入することになっ

た。（NPA 営業部長指示）

5．設備・機器 ① Sulzer RNF68 型 4、5 号

発電機が無負荷または

低負荷で一時的に運転

されていたが長時間の

商用運転ができる状態

ではない。 
 
② 三菱 KU30 型 6 号発電

機は開放途中で放置さ

れていた。再使用の可

否の調査待ち状態。 
 
 
 
 
 
 
③ Mirrless 型 2、3 号発電

機も開放途中で放置さ

れていた．再使用の見

込みなし。 
 
 
 
 
④ 発電設備全体の汚損、

部品の散乱、整理整頓

不良が甚だしかった 
 
 
 
 
 
⑤ 発電機及び補機類は故

障箇所の交換部品購入

もされず、手持ちの予

備品は錆だらけにし

て、修理不能のままで

朽ちるに任せている。

① 新潟 V28 型 7、8 号発電機

は日常点検、簡単な保守整

備が日々実施され、好調に

運転を持続している。 
 
 
 
② 新発電設備は主機発電機・

補機類・電気設備ともに清

掃・整理整頓が徹底してい

る。（改善あり） 
 
 
 
 
 
 
③ Sulzer RNF68 型 4、5 号発電

機の無負荷運転を停止。設

備周りの清掃はかなり改善

したが、補機の修理は予備

品を補充せずそのまま放

置。 
 
 
④ 三菱 KU30 型 6 号発電機周

りの整理整頓、清掃を実施。

JICA 調査団を待っている。

何とか修理して非常用に使

用したいとの意欲あり。8
月 2 日本プロジェクト調査

団の現場視察あり。 
 
⑤ 連系運転中の外乱により新

潟 7、8 号機にトリップ、機

関停止が多発しており、こ

の累積による発電機ダメー

ジが懸念される。 

① 燃料、潤滑油、消耗品、

予備品は常時必要量を

確保すること。 
 
 
 
 
② 日本側が支給した 1 年

分の予備品は、予期せぬ

故障・事故が発生したと

き緊急に使用するため

のものであるから、これ

らを使用した場合は直

ちに NPA が自ら購入し

補充しなければならな

い。 
 
③ 予備品は特殊なものが

多いため、製作、輸送、

受け入れに時間を要す。

メンテナンススケジュ

ールに沿って、必要時期

1 年前には確実に購入手

続き、発注を行うこと。

 
④ トリップ、発電機停止の

防止のため、送・配電・

変電設備機器の更新、修

理、整備を当面の 重点

事項として実施する。 
 
 
 
⑤ 配電網グリッドに接続

する全発電設備の電力

情報をコントロールセ

ンターでモニタリング

する設備を導入する。 
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３－２－３ NPA 発電設備維持管理上の問題点 
（1）キングトム発電所における 7 号及び 8 号発電設備の好調な運用実績及び維持管理要員の

積極的な業務取り組みは、確かに NPA 発電設備維持管理上大きな進歩であり、現在までの

ところ日常的マネジメント及び通常の運転、保守整備は正常に実施できている。 
 

（2）発電設備を確実に維持管理するという達成目標からみて、キングトム発電所の発電設備

維持管理の現状は、計画、準備、判断、実施、確認、記録、報告などを通して、全体とし

てまだまだ十分なレベルにあるとはいえず、更に一歩一歩地道で確実な努力を継続してい

かなければならない。特に今後は高度な技術的判断を要するトラブルシューティング及び

精密で熟練を要する高度な保守整備技術を確実に習得する必要がある。 
 

（3）キングトム方式による MG に対する技術指導は緒に就いたばかりであり、本当の成果は

これからの実務の中から生まれる。今後 OJT 指導により日常業務の中で技術指導を行いな

がら、メンテナンス計画、スケジュール、予備品の購入計画の立案に取りかかる予定であ

る。 
 

（4）しかしながら、目下のところキングトム発電所では MG が使えるパソコンが Operation 
Manager のところに 1 台だけという極めて心細い状態で、これらマネジメントの書類作成

作業がすべて Operation Manager に集中するため、作業の進捗が遅くなるという問題があ

る。発電設備維持管理能力向上の観点から、マネジメント実施のための 低限の機器、備

品類（パソコン、コピー機、事務用品、消耗品など）を充実する必要がある。 
 

（5）AG に対する実務指導では、特に精密で確実な作業を要するエンジンの重要部品の交換

作業については、一部ベテラン保守要員には三菱 6 号機の経験があるというものの、作業

前の準備と検討、作業の正確さ、注意深さ、清浄度などがまだまだ不十分であり更に指導

が必要である。また現場の実務訓練のための道具工具類も不足しており、これらの充実が

必要である。 
 

（6）発電機の 3,000 時間点検時（2010 年 12 日から 2011 年 1 月ごろ）には、シリンダヘッド

開放、燃料弁ノズル交換、吸排気弁点検工事を実施予定であるが、この工事は NPA の保守

要員のみで実施するのは危険であり、エンジンメーカー技術者の指導が必要である。7,000
時間点検（2011 年 7 月ごろ）はピストン抜き、ピストンリング交換、クランクピン軸受け、

主軸受け点検など難しい工事があり、発電機メーカー技術者の指導が必要である。 
 

（7）キングトム発電所の現場のエンジニア、テクニシャンは発電設備の新技術習得に強い意

欲をもっており、現場の優秀な人材を JICA の集団研修等に参加させることにより、本人

はもちろんのこと、キングトム発電所維持管理要員全体の技術向上と意欲向上に大きな効

果があると期待できる。 
 

（8）キングトム発電所運転維持管理要員は、個々には長年の間に多種多様の経験を積んでき
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ており、それなりの自信と自負をもっている。しかし事象全体を見通すきちんとした基礎

技術を学ぶ機会が少なかったため、系統だった思考が全体として不得手のようである。事

実 2009 年 8 月に実施したわずか 2 週間の座学講習に、毎日 30 名もの運転維持管理要員が

出席し、熱心に講義を受けており、系統だった技術知識に飢えていたことが痛感された。

座学講習は、新人教育のみならずベテランテクニシャンに対しても、その技術レベルに合

わせた講習を続けることが効果的である。 
 

（9）キングトム発電所の運転維持管理要員の絶対数が不足している。特に MG におけるエン

ジニア（計画立案者）及び AG におけるテクニシャン（機械・電気の運転と保守）の増員

とこれらの教育訓練が必要である。さらに、現在ブラックホールロード発電所に据え付け

工事中のワルチラ型発電設備 2 基（合計出力 16.5MW）が本年（2010 年）末から稼動開始

となっており、NPA の発電設備は急速に拡充されつつある。したがって NPA 全体として

発電設備維持管理要員の大幅増強と教育訓練も重要な問題である。 
 

（10）NPA 全体を統括する NPA 本社の計画・マネジメント部門の計画不足及び準備不足によ

り以下の実例に示すような重大な問題が発生していることに注目しなければならない。 
① 2010 年 4 月 29 日ブンブナ水力発電所が停止したが、キングトム発電所への燃料供給

手配がなされておらず、7 号及び 8 号発電設備の本格的発電開始が 5 月 10 日まで大幅に

遅れてしまった。さらにその後も燃料供給の遅れが頻発しており、キングトム発電所は

常に燃料不足のために発電不能となる危険状態が続いている。 
② 2010 年 7 月 5 日ブンブナ水力発電所運転再開後、キングトム発電所の 7 号及び 8 号発

電設備は常時スタンバイにあり、突発的、不定期的に出される発電要求に何とか対応し

ている状態である。NPA 全体の発電計画、すなわちキングトム発電所、ブンブナ水力発

電所及び GTG 発電所（IPP）の発電量、スケジュールを調整した統括的発電計画が策定

されておらず、キングトム発電所に対する発電計画もスケジュールも示されず、したが

ってキングトム発電所自身の運用維持管理計画が立てられない事態が続いている。 
③ キングトム発電所 7 号及び 8 号発電設備は 2010 年 5 月 10 日の商用運転開始以来、ト

リップによる発電機停止が頻発している。トリップの要因はすべて発電所外部にあり、

発電所内部の要因によるトリップは 1 件も発生していない。 
トリップは発電設備各部に予想できない過剰な負荷をかけこれが蓄積すればトラブル

の潜在的要因となる。NPA 本社の計画・マネジメント部門は直ちに老朽化した送・配電

設備の更新、修理及び整備のための予算確保、要員配置を計画し、実行させなければな

らない。 
 

（11）現状は NPA 本社においては総裁（General Manager）自身が発電設備維持管理のおける

計画・マネジメントをどうすればよいか、よく分かっていないようで、計画・マネジメン

トのための適正な人材配置もなく体制的、能力的にも問題がある。発電設備維持管理に関

する NPA 本社のマネジメントは、実質的に技術部長（Technical Director）と副技術部長

（Deputy Technical Director）の 2 名だけで行われている。 
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（12）経営企画部（Corporate Planning Department）には系統計画課長（System Planning Manager）
を含めエンジニア 2 名がおり、そのほかにキングトム発電所の前発電部長や、前キングト

ムシフトマネジャーも一応在籍しているが、計画・マネジメント業務を理解し、実行して

いるようにはみえず、また技術部長と副技術部長の 2 名をサポートしている様子でもない。 
 

（13）NPA 本社には、発電設備維持管理の予算確保、機材購入手続きなど発電設備維持管理

実施に欠かせぬ重要なアドミ部門があり、NPA 本社の計画・マネジメント能力の問題は非

常に深刻である。 
 

３－２－４ NPA 発電設備維持管理能力向上における課題 
NPA 発電設備の維持管理能力向上を目的とした本プロジェクトにおける課題は以下のとお

りであり、これらの項目についてそれぞれ確実に実施しなければならない。 
 

（1）NPA 本社計画・マネジメント部門の強化 
NPA 本社における発電設備維持管理を担当する計画・マネジメント部門の体制が弱体で

ある。NPA 本社内に発電設備維持管理担当の計画・マネジメント体制を確立し、業務内容

及び責任の所在を明確化する必要がある。早急に実施すべき課題は次の 2 点である。 
 

1） NPA の発電計画策定及び連系運転ルールの制定 
キングトム発電所、ブンブナ水力発電所及び GTG 発電所（IPP）の発電量・スケジュ

ールなどを調整した統括的発電計画を策定し、全発電所・変電所間の連系運転のための

ルールを制定する。 
 

2） 発電設備維持管理の予算確保及び迅速な購入手配 
燃料、潤滑油、予備品、消耗品の年間予算計画を立て予算を確保する。また、発電、

送・配電部門の購入要求に従い迅速に購入手配と供給を行う。 
 

（2）トリップ防止策 
トリップは発電設備各部に予想できない過剰な負荷をかけるため、トリップ発生回数を

小限に抑えなければならない。トリップ防止対策として次の 3 点が挙げられる。 
① 早急に NPA のすべての送・変電設備の状況を明確にし、不具合箇所すべてを速やかに

整備修復する。 
② キングトム発電所、ブンブナ水力発電所及び GTG 発電所（IPP）及び全変電所におい

て連系運転時のルールを遵守し、相互のコミュニケーションを密にする。 
③ 計画的運用を阻害する外部からの干渉（携帯電話からの特定地域への電力投入要求な

ど）を排除する。 
 

（3）キングトム発電所の維持管理マネジメント及び実務技術能力の向上 
① キングトム発電所の MG 及び AG の体制強化及び実施能力向上のための OJT を計画的

継続的に実施する。 
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② キングトム発電所の MG 及び AG 要員に対する、短期専門家による高度技術指導、日

本、ガーナなどでの技術研修を行う。 
③ キングトム発電所の MG 及び AG 要員を三菱 6 号機調査及び修復工事（実施される場

合）に参加させ、OJT 教育を行う。 
④ マネジメント業務用備品類及び実務訓練用機器・工具類を充実する。 

 
（4）発電設備維持管理要員の人員増強と教育訓練 

① マネジメント技術者としてのエンジニアクラスの人員増強と教育訓練を行う。 
② 運転、保守整備技能者としてのテクニシャンクラスの人員増強と教育訓練を行う。 
③ 教育訓練はキングトム発電所において、座学教育、OJT により指導・訓練する。 

 
３－２－５ NPA 発電設備維持管理の指導内容 

プロジェクト実施にあたり、キングトム発電所において実施する発電設備の維持管理能力向

上のための指導の内容は以下のとおりとする。 
 

（1）マネジメントグループ（MG）に対する長期間連続的 OJT 指導及び人材育成 
1） キングトム発電所発電設備運用・保守整備の現状確認 

① 設備・機器の図面、取扱説明書、運転記録、事故記録、補修記録、予備品管理表、

工具・計器管理表など関係書類の確認。 
② 設備・機器の現状確認。現物の点検。故障、不具合箇所のリストアップ。予備品確

認、工具・計器確認、整備工場の状況確認。 
③ 発電設備運用保守・整備要員の技術レベル、能力、経験の判定。 

 
2） キングトム発電所発電設備運用・保守整備計画の作成 

① 設備運用計画：上記 1）「発電設備運用・保守整備の現状確認」に基づく向こう 2 年

間の設備運用スケジュール作成。燃料、潤滑油、冷却水防錆剤など設備運用費用の見

積もり。 
② 設備・機器の保守・整備計画：設備運用スケジュールと関連づけた設備・機器の補

修及び維持管理に関し、各項目・内容・方法、スケジュールの計画書作成。予備品補

充、工具・計器補充。補修、購入品の費用見積もり。 
③ 要員配置計画：技術技能に見合った要員の配置計画。現状の要員で能力不足の場合

は新規の適正要員雇い入れを計画。要員雇用の費用見積もり。 
④ 予算確保：発電設備運用・保守整備の全費用について NPA 管理部門に対し予算申請

し、財源を確保させる。 
 

3） 発電設備運用・保守整備の実施 
① 設備運用：運用計画に基づき電力需要側との調整を行い、発電設備を運転する。 

・ 取扱説明書などによる運転手順の確認、基準遵守、要員配置、始業点検。 
・ 始動、運転、監視、パトロール、運転記録、状況確認、需要側との調整による出

力設定。 
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・ 運転状況判断：取扱説明書に記載された運転標準を遵守することが基本である。 
・ エンジン・補機の調整：取扱説明書に記載された調整手順によることが基本であ

る。 
・ 停止後点検・状況記録、運転記録確認、清掃、整理整頓 
・ 運転記録及び諸記録の分析、燃料、潤滑油、冷却水状況、消費量、確認・記録 
・ 異常あれば状況確認、連絡、報告、対策立案、対策実施 

② 設備・機器の保守整備： 
・ 設備・機器の図面、記録、取扱説明書の整備 
・ 全設備・機器・補機・配管並びに運転場所、整備場所、予備品・工具・計器の保

管場所の清掃及び整理整頓の徹底 
・ 予備品・消耗品及び工具・計器の管理台帳作成 
・ 予備品・消耗品及び工具・計器の使用、消耗、貸し出し、返却の記録、状況確認 
・ 燃料・潤滑油、冷却水防錆剤、各種消耗品の受け取り、消費、在庫の記録の管理

台帳の作成 
・ 燃料・潤滑油、冷却水防錆剤、各種消耗品の性状分析・確認 
・ 全設備・機器・補機・配管の状況把握：日常点検による現状確認 
・ 保守・補修の実施 
・ 運転記録及び諸記録の分析結果、現状確認に基づく保守・補修の対象と実施方針

決定 
・ 図面、取扱説明書の作業標準に基づく保守・補修要領、作業手順検討決定 
・ 作業者への工事内容説明、指示、指導 
・ 技術者の直接立会い、指示、指導及び確認（作業員任せにしない） 
・ 保守・補修の記録：保守・補修の内容、使用した予備品消耗品、実施作業者、監

督者、管理者の氏名、署名 
・ 保守・補修後再使用時の状況確認：運転記録、状況確認 

 
4） 運用・保守整備要員の技術指導 

① 現状要員及び新規採用者の技術能力判定 
② 現状要員及び新規採用者それぞれの技術向上目標の設定 
③ 作業員は日常業務を通じて技術指導を行う。目標を指示し、実行させ確認する。 
④ 将来技術者に育成する候補者は、技術者の補助員として作業させ、実務を通じ管理

者としての責任と自覚をもたせて、自己責任において能力向上させるよう厳しく指導

する。 
 
5） 発電設備運用・保守整備技術者及び要員の育成 

① NPA 管理部門及び上層部を指導し、緊急対策としての発電設備運用・保守整備技術

者の確保及び長期的人材育成計画を立案させ、実行状況をフォローする。 
② ディーゼル発電技術者及び将来技術者に育成する候補者に対し、日常の実務を通し

て管理能力、技術能力の向上を指導する。 
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（2）海外研修受講指導 
① MG/AG メンバーの中で、技術レベルが向上した将来エンジニア候補者として有望な

人材を選定する。 
② JICA 研修制度などを活用し、日本、ケニア共和国（以下、「ケニア」と記す）、ガーナ

などのエンジン・発電機メーカー、発電会社へ派遣し研修させるなどの短期集中養成を

実施する。 
 

（3）MG/AG に対する高度実務技術の短期集中的実地指導 
① 7、8 号機ディーゼル発電設備メーカーの熟練した技術者による、3,000 時間、7,000 時

間、1 万 2,000 時間の定期開放点検修理実施時に AG の保守整備要員に対する実地技術指

導を実施する。 
② 7、8 号機ディーゼル発電設備の運用状況を監視し、MG/AG 要員に対し運用・保守整

備技術を実務的・具体的に指導する。 
 

（4）MG/AG に対する理論、構造、機能に関する短期集中的研修 
1） MG/AG 要員に対する技術、知識の定着 

座学講習及び現場実務指導により、発電設備システム、ディーゼルエンジンの理論（燃

料噴射、燃焼、給排気、潤滑、振動、材料、強度など）、各部の構造・作動、取り扱い、

燃料、潤滑油冷却水管理、保守・補修、補機取り扱い等をきちんと教え理解させる。 
2） 新規採用人員に対する基礎技術講義 

早く実務に慣れるよう、座学講習及び現場指導により発電設備システム、ディーゼル

エンジンの基礎理論、各部の構造・作動、取り扱い、燃料、潤滑油、冷却水、補機取り

扱いの基礎技術等を教える。 
 

３－２－６ NPA 発電設備維持管理の指導実施スケジュール 
キングトム発電所における発電設備維持管理指導の実施スケジュールを表 3-2-6（1）に示す。 
① プロジェクトの調査・準備期間は 2010 年 5 月から 9 月までの 5 カ月間とし、本プロジェ

クトの開始を 2010 年 11 月として、実施期間を 2010 年 11 月から 2013 年 10 月までの 3 年

間としている 
② 本プロジェクトを 3 段階に分け、シエラレオネ側の技術習熟の度合いを考慮し、1 年目

を技術習得期間、2 年目を技術充実期間、3 年目を技術定着期間と位置づける。 
③ 本プロジェクトでは、シエラレオネ側が自己の力で電力供給設備維持管理ができるとこ

ろまで、すなわち技術定着まで日本側が段階を追って気長にきちんと指導し、自立を確認

することが肝要である。 
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表３－２－６ 発電設備維持管理の指導実施スケジュール 

段階 実施時期 指導対象 実施項目 達成目標 

1．調査・準

備 

2010/5～
2010/9 

（5 カ月間） 

キングト

ム MG 

1． NPA 設備維持管理状況

の現状調査 
2．プロジェクト実施案、ス

ケジュール等の検討 
3．OJT による長期連続的技

術指導： 
・基本的マネジメント手

法 
・日常点検、運転状況の

確認 
・AG に対する技術指導 

1． プロジェクト実施詳細計画作

成 
2． キングトム MG のマネジメン

トに着手 
・ログブック、運転・保守記録

の整備、保管 
・運用保守整備計画、予備品購

入計画、維持管理予算案作成

・指示命令の徹底・遵守 
3．NPA 本社との連携 

2010/11～
2011/10 

（1 年間） 
 

キングト

ム MG 

OJT による長期連続的技術

指導： 
・高度マネジメント手法

・運転状況分析、予測、

判断 
・年間運用保守整備の事

前準備 
・予備品、消耗品の確保

・トラブルシューティン

グ 

1． キングトム MG のマネジメン

ト能力習得 
・年間運用保守整備計画作成 
・年間予備品購入計画作成 
・年間維持管理予算案作成 
・年度予算確保 
・予備品、消耗品、工具管理台

帳作成 
2．NPA 本社との連携 

2010/12 
（2 基分 

約 2 週間） 

キングト

ム AG
（MG） 

エンジンメーカー技術者に

よる 6 カ月後点検技術指導：

・シリンダヘッド開放 
・FO 弁ノズル交換 

MG：予備品確保、事前準備 
：高度技術的判断能力向上 

AG：高度保守能力習得 
（シリンダヘッド開放点検

部品交換、復旧、運転確認）

2011/5～
2011/6 

（2 基分 
約 4 週間） 

キングト

ム AG
（MG） 

エンジンメーカー技術者に

よる 1 年後点検技術指導： 
・シリンダヘッド開放、

ピストン抜き、シリン

ダ抜き、クランクピン

軸受開放、ターボチャ

ージャー開放 
・ピストンリング、FO 弁

ノズル交換 

MG：予備品確保、事前準備 
：高度技術的判断能力向上 

AG：高度保守能力習得 
（シリンダヘッド、ピスト

ン、プランクピン軸受け、タ

ーボチャージャーの開放点

検部品交換、復旧、運転確認）

2．プロジェ

クト 1 年目

技 術 習 得

期間 
（ 2010/11 ～

2011/10） 
 

2011/7～
2011/8 

（約 4 週間） 

キングト

ム AG 

短期研修： 
・発電設備基礎理論、基

礎技術講義（座学及び

実習） 

AG：新人の基礎技術力向上 

3．プロジェ

クト 2 年目

技 術 充 実

期間 
（ 2011/11 ～

2012/10） 
 

2011/11～
2012/10 

（1 年間） 
 

キングト

ム MG 

OJT による長期連続的技術

指導： 
・高度マネジメント手法

・運転状況分析、予測、

判断 
・年間運用保守整備の事

前準備 
・予備品、消耗品の確保

・トラブルシューティン

グ 
・予防保全 
・長時間連続運転準備 
・AG 要員教育訓練計画 

1．キングトム MG のマネジメン

ト能力向上充実 
・年間運用保守整備計画充実 
・年間予備品購入計画充実 
・年間維持管理予算案充実 
・年度予算確保 
・予備品、消耗品、工具管理台

帳充実 
2．長時間連続運転達成 
3．NPA 本社との連携 
4．AG 要員の教育訓練 
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2012/5～
2012/6 
（2 基分 

約 4 週間） 

キングト

ム AG
（MG） 

エンジンメーカー技術者に

よる 2 年後点検技術指導： 
・シリンダヘッド開放、

ピストン抜き、シリン

ダ抜き、クランクピン

軸受開放、主軸受開放、

ターボチャージャー開

放、燃料ポンプ分解 
・ピストンリング、FO 弁

ノズル、吸排気弁交換、

クランクピン軸受交

換、ターボチャージャ

ー軸受交換、FO ポンプ

プランジャバレル、吐

出弁交換 

MG：予備品確保、事前準備 
：高度技術的判断能力充実 

AG：高度保守能力習熟 
（シリンダヘッド、ピスト

ン、プランクピン軸受け、主

軸受け、ターボチャージャ

ー、燃料ポンプの開放点検部

品交換、復旧、運転確認） 
 

2012/9～
2012/10 

キングト

ム MG 
海外技術研修 日本、ケニア、ガーナなどでの技

術習得 

2012/7～
2012/8 

（約 4 週間） 

キングト

ム AG 

短期研修： 
・発電設備基礎理論、基

礎技術講義（座学及び

実習） 

AG：新人の基礎技術力向上 

2012/11～
2013/10 

（1 年間） 
 

キングト

ム MG 
及び 

他発電所

MG 

OJT による長期連続的技術

指導： 
・高度マネジメント手法

・運転状況分析、予測、

判断 
・年間運用保守整備の事

前準備 
・予備品、消耗品の確保

・トラブルシューティン

グ 
・予防保全 
・突発事故対応 
・長時間連続運転準備 
・AG 要員教育訓練計画 

1．キングトム MG のマネジメン

ト能力向上定着 
・年間運用保守整備計画定着 
・年間予備品購入計画定着 
・年間維持管理予算案定着 
・年度予算確保定着 
・予備品、消耗品、工具管理台

帳定着 
2．長時間連続運転達成 
3．NPA 本社との連携 
4．AG 要員の教育訓練定着 

2013/5～
2013/6 

（2 基分約 4
週間 

キングト

ム AG
（MG） 
及び 

他発電所 
AG（MG）

エンジンメーカー技術者に

よる 2 年後点検技術指導： 
・シリンダヘッド開放、

ピストン抜き、シリン

ダ抜き、クランクピン

軸受開放、主軸受開放、

ターボチャージャー開

放 
・ピストンリング、FO 弁

ノズル、クランクピン

軸受交換、主軸受交換

MG：予備品確保、事前準備 
：高度技術的判断能力定着 

AG：高度保守能力定着 
（シリンダヘッド、ピスト

ン、プランクピン軸受け、主

軸受け、ターボチャージャ

ー、燃料ポンプの開放点検部

品交換、復旧、運転確認） 
 

2013/9～
2013/10 

 

キングト

ム MG 

海外技術研修 日本、ケニア、ガーナなどでの技

術習得 

4．プロジェ

クト 3 年目

技 術 定 着

期間 
（ 2012/11 ～

2013/10） 

2013/7～
2013/8 

（約 4 週間） 
 

キングト

ム AG 
及び 

他発電所 
AG 

短期研修： 
・発電設備基礎理論、基

礎技術講義（座学及び

実習） 
 

AG：新人の基礎技術力向上 
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３－３ 電気設備・送配電設備の現状と課題 

３－３－１ 電気設備・送配電設備の現状 
（1）現在の送配電設備は設置導入時期から概略、2 種類に分類される。 

1） 1997 年以前に設置された送配電設備 
11kV 配電盤、11kV 地中ケーブル、11kV 架空ケーブル、配電用変圧器と RMU、400V、

240～220V の低圧架空電柱と架空線、キングトム発電所、ブラックホールロード発電所、

ファルコンブリッジ変電所等の建屋、メータ較正設備、電動機修理設備等は設置以来、

種々の増改築・修理が実施された形跡はあるが、基本的にはそのまま使用され続けてい

るか放置されている。遮断器の交換や新ルートのケーブルの新設、既設ケーブルの張替

え等が実施されている。 
（機器の劣化・老化が激しい。） 

 
2） 2000 年以降に設置された送配電設備 

33kV 設備のすべて、11kV 配電盤の 1 部、地中ケーブル、架空ケーブル、400V、240
～220V 低圧架空線と電柱、配電用変圧器、RMU 等。 

 
a） 33kV 系の設備 

世銀資金により建設中の 33kV 送配電線路は 2010 年末完成予定である。2010 年 8
月時点で、キングトム発電所～ウィルバーフォース変電所の鉄塔間が 2 回線アルミ架

空線工事がほぼ完了した。引き続いてウィルバーフォース変電所～ブラックホールロ

ード発電所間の鉄塔工事は完了しており、架空線工事を残すのみである。それぞれの

発電所、変電所には 33/11kV 降圧トランスは据付済みである。 
 

b） 11kV 系の設備 
現在、11kV 系の電気設備・送配電設備はフルに稼動しており、NPA のフリータウ

ン配電設備の基幹設備としての位置づけにある。 
（新旧混在した設備であるが、日常的な点検、補修が追いついていない現状である。） 

 
（2）キングトム発電所の電気設備 

旧発発電所（2～5 号発電機）、第 2 発電所（6 号発電機）新発電所（7～8 号発電機）、可

動式発電機（Caterpillar1、2 号機）に大別され、そのほか、Black Start 用として可動式発電

機（7～8 号発電機用）、固定式発電機（6 号発電機用）がある。また、高圧配電盤 23 面が

設置されている。旧発電所に高圧盤室と 2 階にコントロール室があり、保護監視盤室を兼

ねている。 
 

1） 新潟 7 号機及び 8 号機 
① JICA 無償資金協力「フリータウン電力供給システム緊急改善計画（2 期工事）」に

て 2010 年 5 月 10 日から営業運転に入っている 7 号機、8 号機（単機 5MW、11kV）の

電気設備については、運転中、または待機中であり、極めて良く点検整備され順調に

運転されている。ログブックと運転日誌にて記録され、報告され、幹部と関係者で常
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に検討され維持管理されている。 
② 電気品、電線路における初期劣化等の事象や不具合は発生していない。 
③ 発電機については、温度的に軸受け、巻線温度は正常値以内である。 
④ 制御盤、高圧盤、補機盤、バッテリー＆チャージャ盤、現場盤、機側盤、各種補機

モータ類、レベルスイッチ等のセンサー類、すべて正常である。 
⑤ 表示、警報、保護は問題なく機能している。ただし、外部要因による遮断器トリッ

プエンジン急停止がある。 
 

2） 三菱 6 号機 
1997 年に運転開始して 2007 年に運転停止した 6 号発電機（5MW、11kV）の電気設備

については、運転停止して 3 年が経過しており、電気品についてはメーカーによる調査

を待っているが、再利用するとすれば下記の処置が必要である。 
① 発電機機内に乾燥剤を置いて全体をブルーシート等で簡易密閉して吸湿、防塵する。

適宜、乾燥剤の交換とメグ測定を実施する。メグ低下が激しいときは乾燥処置する。 
② そのほかの電気品、電線路も放置されたままである。再利用するのであれば、遮断

器の主接触部の錆止めを兼ねて清掃と電路接点グリス塗布、バッテリー充電器盤のメ

ンテは必要である。再利用にあたっては、メーカーによる調査後の判断による。 
 

3） そのほかの発電機 
1978～2002 年にかけて据付けられ、運転中エンジン事故で使用停止、放置されている

2、3、4、5 号機の電気品については点検もされず、長期保管処置もされていない。 
 

4） 可動式発電機（Caterpillar1、2 号機）1MW/単機 
2001 年据付運転開始、2 号機は運転可能で 7 号機、8 号機の非常用として利用してい

る。1 号機はエンジンが修理不能であるが、盤は 2 号より形態が良いので調査して 1 号

機と乗せ替えが可能である。バッテリー交換が必要で手配中である。 
 

5） 6 号発電機用固定式発電機（ブラックスタート用）は放置されたままである。補修し

て問題がなければ非常時用として利用すべきである。 
 

6） 11kV 高圧盤（20 面 1994 年、英国のヨークシャ社製） 
① 遮断器はマランジャラン社製で SF6 ガス遮断器である。 
② 遮断器の内部機構部は補修できる範囲で修理して使用している。使用不能の場合、

旧式のため部品の入手は困難であるから一次結合部が合致する同一社の遮断器に交換

するか、盤全体を新盤にする必要がある。 
③ マランジャラン製高圧盤（3 面）は 7、8 号機導入に伴って、今年（2010 年）据え付

けられ配線され、現在稼動中である。 
 

7） 高圧ケーブルと地中への敷設状況については日本メーカーが敷設した 7、8 号機関係

の据付配線は問題ない。しかし、他のケーブル敷設状況は乱雑である。保守維持管理や
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損傷防止を考慮せず、ただ、次から次に置いただけという状況である。整列配線、電圧

による分類、カーブする場所の間隔支え等が配慮されていない。 
 

8） コントロール室（旧発電所の 2 階） 
① 1～5 号機までの制御（この機能は既にない）及び送配電所との系統（グリッド）の

コントロール室であり、7、8 号機の運転状態のモニター盤も設置され連系運転の連絡

と調整を実施している。また、ブンブナ水力発電所からの電気諸量のモニター盤も据

付られているがまだ接続されていない。デジタル盤であり、本発電所に接続完了すれ

ば非常に役立つ盤である。 
② 現在、コントロール室のオペレーターは交代で配電系統の監視、連絡、調整にあた

っているが、キングトム発電所の 7、8 号機運転員とはインターホンで、ブンブナ発電

所、GTG 発電所とはトランシーバーと携帯電話で連絡を取り合っている。 
③ ブラックホールロード発電所、GTG 発電所、ファルコンブリッジ変電所等のモニタ

リングをこのコントロール室で行い、系統（グリッド）の運用を円滑にすることを提

案する。 
 

３－３－２ NPA 電気設備・送配電設備維持管理の現状 
（1）送配電設備維持管理上の現状 

送配電設備の中心をなす、11kV の設備、配電変圧器、配電箱、配電線等の設備が老朽化、

劣化して、補修、部品交換、新設が追いつかないために、突発的な地絡事故、遮断器開放

による、部分停電等やケーブル過負荷による遮断器開放による部分停電が頻発している。

また、電力の需要の増加につれて、遮断器やケーブル等の送配電設備のミスマッチングす

なわち、通過電力量と遮断器容量、ケーブル容量が合わない、過負荷による過熱事故が多

発している。11kV 系の遮断器やケーブルを中心として、老朽化、劣化により、交換、ケー

ブル張替え等の維持管理コストは年々増加しており資機材の調達は遅れている。また、低

圧線の過剰配線による電圧低下も多発している。 
 

1） 送配電課（ファルコンブリッジ変電所）の組織 
送配電設備を保守維持管理する送配電課は、ファルコンブリッジ変電所を拠点として

所長（送配電課長）、次長、電気技師 3 名がおり、その他資機材調達部門、保守維持、補

修、交換する現場部門があり。総計 80 名強を有する。 
2） ファルコンブリッジ変電所には保管倉庫、溶接、修理場所、メーター校正室、待機、

宿泊設備もある。 
3） ファルコンブリッジ変電所は市内の広範囲な変電所、配電所、地中ケーブル電柱、架

空線、RMU、配電変圧器、需要家の取引用電力量計等の設備の維持管理にあたっている

（1 部地域はキングトム発電所が維持管理している）。 
4） 資機材の維持管理状況 

部品が梱包のまま、雑然と保管されていた。卸識別名札はない。棚にて整理保管し、

資機材はいつでも使いやすくすべきである。 
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（2）ファルコンブリッジ変電所の設備の維持管理の現状 
1） 事務所設備 

設備台帳がない。事務所内の什器類は机と椅子と不ぞろいな棚だけで、PC もなく、プ

リンターもない。整理が悪い。書類置き場、部屋の中が整理されていない状態である。

手書き作業で伝票を書いている。 
 

2） 11kV フィーダー盤（1996 年製）の維持管理の現状 
保護継電器は多基板構成のリレーであり、端子部接点メークで動作試験は可能である。

特性試験にはリレーテスターが必要であるが NPA は所有していない。 
しかし、端子部に埃が溜まっているので、動作試験は過去数年、実施していないと思

われる。保護継電器と遮断器との保護連動試験も実施していないと思われる。保護継電

器試験で判定が不合格の場合、交換する必要がある。 
 

3） メーター類 
メーター類はほとんど動作不良である。メーター類はそのフィーダーを選択遮断した

り、投入するために必要な器具であるから、これが作動不良であれば状況監視ができな

いことを意味する。リレーテスターや校正室で清掃後校正するか、更新すべきである。 
 

4） 表示器 
表示器は点灯していても、暗くて分からない。電球を交換すべきである。明るくて寿

命が長い LED に換える場合、電圧と取り付け穴のサイズが合わないので、めくら板取り

付け方法とする。 
 

5） 遮断器 
遮断器は ABB 製の真空遮断器である。前面のメンテ場所に 1 台の遮断器が盤から引

き出されていたが、主接触部のビニール保護がなされておらず主接触部に錆がついてい

た。電路接点グリスが欠落している。清掃して電路接点グリスを補充塗りする必要があ

る。入り切りに際して、重要な機構部の働きをする、トグル機構が経年劣化で機能不全

を起しており、モーターも過熱で焼け、引き出し時の保安用のリミットスイッチが壊れ

ていた。 
遮断器盤の内部についてはオムロンリレーが焼けており、端子部の汚れがひどい。遮

断器の機能は過電流や地絡発生時に保護連動が動作するかどうかであり、次にメーター

類、表示器の正常動作機能である。これらの整備不良の遮断器を材料、検査道具、測定

器、基準も十分でないのに、機器を分解して修理して使用している。 
 

6） バッテリーとバッテリーチャージャ盤の維持管理の現状 
変配電設備は変圧器、ケーブル、フィーダー遮断器盤等から構成されるが、バッテリ

ーとバッテリーチャージャ盤はこれらの機器、ケーブルの保護と警報回路の電源であり、

極めて重要な装置である。ファルコンブリッジ変電所のバッテリーは寿命が尽きており、

バッテリーチャージャ盤は補修して使用中である。 
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7） 電気品の修理作業場 
事務所建屋の 1 階は遮断器や盤部品の修理場所である。充電器盤のプリント基板も自

己流で応急的な修理を行っている。 
 

（3）ファルコンブリッジ変電所の設備の維持管理現場の現状総括 
① 計画的、効率的なマネジメント、事務処理、現場作業等の技術業務基盤が貧弱である。 
② 技術業務が口頭、携帯電話に頼っている面が多い。マニュアル、基準類がない。事務、

現場ともに必要な資機材が極度に少ない。 
③ 設備維持管理の訓練、習熟体制、仕組みがない。 

 
（4）ブルックフィールド変電所送配電設備の維持管理の現状 

① 設備は 2000 年以前のものであり、13 面の高圧フィーダー盤で、2 面の遮断器が操作

不能である。バッテリーとチャージャ盤は正常に機能している。 
② メーター類は 90％は動作している。遮断器の投入モーターが故障しているため保守係

員が盤内の遮断器前面を開放して、遮断器投入を手動操作している。極めて不適切、危

険な作業である。 
 

（5）ブラックホールロード発電所の送配電設備維持管理の現状 
① 市の東地区に位置して合計出力 16.5MW のディーゼル発電装置を据付工事中である。

フィーダー盤では使用不能の盤が 1 面ある。バッテリーチャージャ盤は機能しているが、

バッテリーが不良である。 
② NPA の資材部に属する部品倉庫に配電用トランス 4 個、遮断器盤 15 セット、ケーブ

ル（新品）中古のバッテリーチャージャ盤、制御盤約 20 面等が保管されていた。管理票

（整理）が付属してない。 
 

（6）配電箱の維持管理の現状（市内約 200 カ所に点在） 
地中ケーブルや架空線で変電所から送られてきた 11kV の電力はこの配電箱から低圧配

電線となり、架空線で電柱を経由して家庭、事務所、病院、ホテル等へ配電される。この

ように、配電箱は配電網の基幹設備である。かなり大きな物置箱の形をしており、道路脇

や空地に設置してある。中に配電変圧器 11kV/240、220V デルタ・スター結線で高圧側端

子で電圧変更する。二次側はスター接続で中性点直接接地している。 
柱上開閉器はなくて、RMU を配電母線の開閉器として使用している。一次高圧側はフ

ェーズを通じて RMU につながっている。二次側は直接、需要家の低圧ブレーカーにいく

か、送り出しブレーカーを箱内に設置している。地絡継電器が設置されており、おおむね

正常に作動している。 
 

３－３－３ NPA 電気設備・送配電設備維持管理上の問題点 
① 11kV 送配電設備は維持管理計画の不在と、資機材の不足と指示命令の不徹底から設備内

での地絡事故、過電流事故等を多発しており、停電事故を引き起こし、発電所及び需要家

に多大の迷惑を与えている。電力損失も非常に大きく 40 数％に達する。 
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② 送配電網を構成する設備は、高圧盤、バッテリーとチャージャ盤、地中ケーブル、架空

線設備、配電箱等があるが、老朽化と劣化が急速に進行しており、点検と改修、更新が予

算不足による資機材と要員不足、技術力の不足で滞っている。また、点検の不履行と不良

工事、不良工法により事故が多発している。また、安全管理も不十分である。 
③ 需要家に近い配電箱内の高圧フェーズの焼損による取替えが資材不足で放置され、変圧

器の過負荷事故、RMU の負荷開閉機能低下による事故、架空低圧線では過剰配線と遠距

離配線、不法盗電線、不平衡配線の対策処置が放置されたままであり、需要家での極度の

電圧低下、不平衡電圧が常時発生しており、需要家の設備の動作不良や焼損事故が多発し

ている。電力の安定供給にはほど遠い深刻な問題である。 
④ ブンブナ水力発電所、キングトム発電所、GTG 発電所と各変配電所との系統（グリッド）

につながる運転、停止、負荷遮断、投入の協調体制の整備が不十分のため、発電所のエン

ジン急停止、発電機過電流リップによる系統全停電事故が発生している。キングトム発電

所のコントロール室に系統モニタリング装置の設置が必要である。2010 年 12 月に運転開

始予定のブラックホールロード発電所も加えてルール作成の必要がある。 
⑤ 情報機器が設備されておらず、設備機器の監視や作業情報の迅速化、蓄積、共有化も困

難である。 
⑥ 設備の改善、増強、改廃、統合に際して正確な系統（グリッド）内の電力需要の予測・

分析が基本となるが、正確な設備台帳、図面、系統解析技術や解析ソフト、PC、IT 機器が

ないので、設備計画立案が非常に困難である。場当たり的な保守作業が多い。 
⑦ 発電容量が急速に増加し、電力消費量も増加している。送配電設備は数年前までは約

20MW の設備容量であったが、その後、地中線路の修繕、変電所の高圧フィーダー盤の補

修等により、 近では設備容量は約 30MW まで増加している。応急修理で容量アップに対

応している設備が多い。 
⑧ 計画、検討、調査、指示命令、実行、結果の確認等の設備維持管理業務が経験と勘、個

人の技量に頼られており、作業基準に基づいた、組織的、有機的、創造的な業務構造にな

っていない。点検補修は応急的な作業が多くみられる。過去の作業記録がない。 
⑨ 教育、訓練機関が組織されず正確な基本作業、知識、技量の伝達が困難。幹部、要員の

能力向上の機会を奪っている。正確な基準づくりと技術情報の共有化、伝達機能がない。 
⑩ 安全教育、訓練組織がなく、安全防具等も不足していて危険作業が多い場所での安全体

制が極めて不備である。 
⑪ 停電事故の原因究明が正確な図面、実測値、計算に基づかないで口答や携帯電話で行わ

れており、記録して、活用する組織体制を提案する。事故再発の原因にもなっている。 
⑫ クレーム情報、事故情報、トラブル情報等が共有されず、分析されず、記録もされてい

ない。 
⑬ 送配電設備維持管理の予算計画、技術管理計画等の経営企画が定着・機能していない。 
⑭ 業務指示命令と実行が徹底していない。業務の履歴が記録されていない。その場限りの

作業の繰り返しで過去の貴重な実績、経験が生かされる仕組みが不在である。 
⑮ 定期点検の作業が実施されていない。個別の不定期の補修点検だけが行われている。 
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表３－３－１ 電気設備・送配電設備維持管理の今後の取り組み 

評価項目 2010 年 6 月 22 日～8 月 20 日時点 今後の課題 
1．組織・体制 ① NPA オフィスは送配電設備維持管理に

関して危機感がない、設備計画、修理計

画、購入、技術判断、予算措置、教育訓

練などのマネジメントが停滞している。

 
 
 
 
② ファルコンブリッジ変電所等の設備維

持部門では指示命令が途中で立ち消え

となる場合があっても、それのフォロー

がされない。実施遂行力が弱体化してい

る。 
 
③ 予備品、補充品、資機材、購入品の購入

計画と在庫管理など設備維持に支障が

生じている。 
 
 
 
 
④ 設備維持管理要員の教育訓練計画が立

案される組織がない。 
 
 
⑤ 設備容量増加により安全作業管理が重

要になっている。安全教育、訓練を計画

する。 
 

① NPA オフィスの送配電設備維持管理に

関して、設備計画、修理計画、購入、技

術判断、予算措置、教育訓練などのマネ

ジメント活性化のためのミーティング

を企画、推進。定期点検を定着させ、PC
とソフト、IT 利用も提案し、技術力の

向上と技術情報の蓄積、共有化、迅速化

を推進する。 
 
② ファルコンブリッジ変電所等の設備維

持部門では指示命令から実行までの流

れを調査。 
 
 
③ ファルコンブリッジマネジメントグル

ープと運用維持管理に関する技術的判

断、指示命令のほかに人員計画、運用保

守計画、予備品消耗品補充計画、予算案

計画も立案し、NPA オフィスに予算要求

などを行う過程を調査。 
 
④ 設備維持管理要員の能力向上のための

教育、訓練計画部門の組織化を提案す

る。 
 
⑤ 安全教育・訓練体制の確立と防具等の充

実 

2．技術 ① 日常点検、簡単な保守整備は、送配電課

長及びエンジニアの指示の下に、NPA 設

備維持要員が実施中であるが、処置が応

急処理的で、個人の経験と勘に頼り過ぎ

である。 
 
 
② 教育訓練機関がない。技術の蓄積が困難

 
 
 
③ 変配電の運用にあたって、キングトム発

電所のコントロール室と携帯またはト

ランシーバーにて、連絡をするようにな

った。（改善あり） 
 

① 送配電設備維持管理の技術的標準化と

マニュアル化を図り、作業標準化を計画

し実施する。PC とソフト、IT 利用も提

案し、技術力の向上と技術情報の蓄積、

共有化、迅速化、正確化を図る。過去の

データを利用可能に。 
 
② OJT 訓練を中核として、保守工事も含

め、メーカーの短期現場直接指導も計画

する。 
 
③ 変電所、ブンブナ水力と GTG 発電設備

と 7、8 号機 4 者の商用運転時の連系運

転は未経験であり、相互連絡、出力調整

など、問題発生が懸念される。系統（グ

リッド）共通の運用ルールが必要。モニ

タリングと伝達手段改善 
3．コミュニケー

ション 
① 指示命令するが実行が立ち消え、あいま

いとなる場合が多い。責任も取らない。

 
 
 
② 迅速にトラブル現場の情報が集まらな

① NPA の組織・体制・役割とそれにかかわ

る指示命令の伝達の流れを透明化、記録

化する必要がある。PC、IT の利用方法

を調査する。 
 
② 指示命令がマネジャー間だけでなく、実
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い。情報が集まっても、分析し、情報化

し、蓄積、共有化する場がない。 
 
 
③ コミュニケーションの方法は、依然マネ

ジャー間で交換するその都度作成する

レターと携帯電話である。 
 
④ したがって、指示命令が不徹底な状態が

発生している。 

行者まで確実に届くシステムが必要で

ある（例えば、フォーム化、コピーを担

当者まで配布する）。 
 
③ 上意下達だけではなく。マネジャーに実

行者からの情報が上がる方策を検討す

る要あり。 
 

4．経営・予算 ① 今年度の運用維持管理予算が計上され

ているか、金額はどの程度か調査する。

 
② 運用維持管理に要する予算と獲得過程

及び結果の明確化が不透明である。 
 
③ 予備品、資機材等の年度計画管理が不

明。 
 
 
④ 運用維持管理について年次ごとのスケ

ジュールを整備し、費用見積もり案を作

成することを検討中。 
 
⑤ 運用維持管理の予算案作成、予算要求、

予算確保の過程と結果が不明瞭である。

 
⑥ 部品等の購入担当部署の作業、購入費用

支払い手続きなどの実態を調査の予定。

① NPA 本社のマネジメント能力向上が重

要な課題である。 
 
② 送配電設備の運用維持管理に要する予

算は年度ごとに、確実に計上すること。

 
③ 消耗品、予備品・部品、副資材は、年度

ごとの運用維持管理スケジュールを作

成し、必ず予算を確保すること。 
 
④ 予備品は特殊なものが多いため、製作、

輸送、受け入れに時間を要すので、購入

手続き、発注を迅速に行うこと。 
 
⑤ マネジャーの教育・訓練で予算過程を題

材に。 
 
⑥ PC、ソフト利用で設備台帳管理を提案。

5．設備・機器 ① 在庫量、購入量、金額、仕様等について

調査予定。 
 
 
 
② 設備の補修、更新に予備品、購入品の補

充購入が大幅に遅れている。 
 
 
③ 補修・改修を要する設備のリストの正確

な情報がない。 
 
 
④ 発電容量、電力消費量の急速な増加に合

わせて、設備容量も修理と補修工事によ

り、大幅に増加した。（改善あり） 

① 消耗品、予備品は常時必要量を確保する

こと。メンテナンススケジュールに沿っ

て、必要時期 1 年前には確実に購入手続

き、発注を行いフォローすること。 
 
② 正確な全社的な設備台帳が必要。PC と

ソフト、IT を導入することを提案する。

購入仕様にも利用する。 
 
③ 設備・機器の点検、補修、増設、事故対

応を迅速、正確に実施するために簡易

CAD 解析ソフト等の利用を提案する。

 
 

 
３－３－４ NPA 電気設備・送配電設備保守維持管理能力向上における課題 
（1）電気設備・送配電設備維持管理能力向上における課題の概略 

① 現状の設備維持管理能力は極めて弱小であり、予算計画、購入計画、人員計画、教育

訓練計画等の組織力向上に取り組む。 
② NPA マネジメント能力向上と維持管理要員の技術力向上と技術基盤強化に早急に取

り組む。特に過去の貴重な業務の実績、経験が記録、保存、閲覧され、利用可能にする。 
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③ 発電能力と電力消費量の増加に合わせた維持管理要員の補充、能力向上訓練、教育に

早急に取り組む。 
④ NPA 本社も送配電設備維持管理に関して、マネジメントと技術マネジメントの向上に

取り組む。 
⑤ ブンブナ水力発電所、キングトム発電所、GTG 発電所、ブラックホールロード発電所

及びファルコン変電所等との系統（グリッド）運用システムづくりに取り組む。 
⑥ 情報機器及び事務ソフトを導入して設備維持管理能力向上に取り組む。 
⑦ 設備維持管理向上のために安全訓練、教育及び防具類を充実させる。 

 
（2）組織体制上 NPA が実施すべき解決策 

① 技術的判断と指示命令体制の確立。データ管理と記録、利用の推進 
② 人員計画、予算計画の立案と推進 
③ 運用保守計画立案と推進 
④ 技術計画立案と推進 
⑤ 教育訓練計画の立案と推進 
⑥ 予備品、消耗品補充計画の立案と推進 
⑦ PC、関連ソフト（簡易 CAD、設備台帳、系統解析等）、IT の利用を提案 
⑧ 安全教育・訓練の推進と必要な防具の充実 

 
（3）技術上 NPA が実施すべき解決策 

① 点検保守維持管理のマニュアル、基準の作成とそれに基づく作業徹底。記録・保存の

徹底 
② メーカー指導員による短期 OJT 訓練 
③ 資機材検査器具、工具、予備品の充実 
④ 運用操作と整備技術の教育訓練施設の開設と運営 
⑤ PC、関連ソフト（簡易 CAD、設備管理、系統解析等）、IT を導入して習熟訓練し、モ

ニタリング装置を導入して送配電維持管理の迅速化、情報の蓄積、共有化、正確化を推

進する。 
⑥ 安全作業の教育訓練及び防具の充実 

 
（4）コミュニケーション上 NPA が実施すべき解決策 

① 指示命令と伝達のパイプをマネジャーから実行者に確実に届くように組織を明確に

する。 
② コピー等を活用して、指示が確実に届くようにするとともに、実行状況を記録確認す

る。 
③ マネジャークラスに PC と IT 利用を計画し、情報の蓄積と共有化、迅速化を推進する。 

 
（5）経営・予算上 NPA が実施すべき解決策 

① 今年度予算の金額の明確化 
② 予算書の計画と作成、予算要求、確保のマネージング技法の教育、訓練 
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③ 運用維持管理において、予備品、消耗品、資機材の年次計画とスケジュール作成とフ

ォローの徹底 
④ マネジャークラスに PC と IT 利用を計画し、設備維持管理上の予算管理を推進する。 

 
（6）設備・機器上 NPA が実施すべき解決策 

① 設備・機器の在庫量、購入量、金額、仕様等の調査。設備台帳の充実 
② 運用維持管理において、メンテナンスのスケジュール作成と要求書作成、購入手続き

発注とフォローの徹底 
③ マネジャークラスに PC と IT 利用を計画し、設備維持管理上の設備や機器の計画立案

及び利用方法を訓練する。 
 

運用維持管理において、正しい情報、基準に従った作業を訓練、定着させる。 
 

３－３－５ NPA 電気設備・送配電設備維持管理の技術指導の内容 
（1）ファルコンブリッジ変電所は変電所所長を含め 5 名からなるマネジメントグループ（MG）

を構成する。設備維持管理において技術指導の中心となるように訓練する。 
 

（2）プロジェクトにおける技術指導の詳細内容 
① MG に対する長期間連続的 OJT 指導及び人材育成 
② 設備維持管理に事務機器と関連ソフト（設備台帳、簡易 CAD、系統解析）IT を導入

し、OJT 訓練・指導を行う。特に業務の迅速化、記録化、共有化と標準化を指導する。 
③ モニタリング装置の OJT 指導、系統（グリッド）の理論と応用の OJT 指導 

 
（3）ファルコンブリッジ変電所他設備運転・保守整備の現状確認 

① 特に電気設備としては、高圧主回路と制御回路、保護回路、ユーティリティ電源に分

けて電気回路図による指導、確認を徹底する。 
② 設備・機器の図面、取扱説明書、運転記録、事故記録、補修記録、予備品管理表、工

具・計器管理表など関係書類の確認 
③ 設備・機器の現状確認。現物の点検。故障、不具合箇所のリストアップ。予備品確認、

工具・計器確認、整備工場の状況確認 
④ 送配電、変電設備運転保守・整備要員の技術レベル、能力、経験の判定 
⑤ ファルコンブリッジ変電所他設備運転用・保守整備計画の作成 
⑥ 設備運転計画：上記（3）①～④「T＆D 設備運転・保守整備の現状確認」に基づく向

こう 2 年間の設備運転スケジュール作成。 
⑦ バッテリー液、変圧器油、清浄水、乾燥剤等設備運転費用の見積もり。 
⑧ 設備・機器の保守・整備計画：設備運転スケジュールと関連づけた設備・機器の補修

及び維持管理に関し、各項目・内容・方法、スケジュールの計画書作成。予備品補充、

工具・計器補充。補修、購入品の費用見積もり。 
⑨ 要員配置計画：技術能力に見合った要員の配置計画。現状の要員で能力不足の場合は

新規の適正要員雇い入れを計画。要員雇用の費用見積もり。 
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⑩ 予算確保：T＆D 設備運転用・保守整備の全費用につき NPA 管理部門に対し予算申請

し、財源を確保させる。 
 

（4）T＆D 設備運転・保守整備の実施 
1） 設備運転：運転計画に基づき電力需要側との調整を行い、T＆D 設備を運用する。  

① 取扱説明書などによる運転手順の確認、基準遵守、要員配置、始業点検。 
② 運転、監視、パトロール、運転記録、状況確認、需要側との調整による ON/OFF 
③ 運転状況判断：取扱説明書に記載された運用標準を遵守することが基本である。 
④ 遮断器・バッテリー変圧器、架線の取り扱い調整：取扱説明書に記載された調整手

順によることが基本である。 
⑤ 装置停止後点検・状況記録、運転記録確認、清掃、整理整頓 
⑥ 運転記録及び諸記録の分析、バッテリー、変圧器、架線、遮断機、保護装置確認・

記録 
⑦ 異常あれば状況確認、連絡、報告、対策立案、対策実施。 

 
2） 設備・機器の保守整備 

① 設備・機器の図面、記録、取扱説明書の整備 
② 全設備・機器・補機・配管並びに運転場所、整備場所、予備品・工具・計器の保管

場所の清掃及び整理整頓の徹底 
③ 予備品・消耗品及び工具・計器の管理台帳作成 
④ 予備品・消耗品及び工具・計器の使用、消耗、貸し出し、返却の記録、状況確認 
⑤ バッテリー液、変圧器油、各種消耗品の受け取り、消費、在庫の記録の管理台帳の

作成 
⑥ 変圧器油、架線防錆剤、各種消耗品の性状分析・確認 
⑦ 全設備・機器・補機・配管の状況把握：日常点検による現状確認 
⑧ 保守・補修の実施 
⑨ 運転記録及び諸記録の分析結果、現状確認に基づく保守・補修の対象と実施方針決

定 
⑩ 図面、取扱説明書の作業標準に基づく保守・補修要領、作業手順検討決定 
⑪ 作業者への工事内容説明、指示、指導 
⑫ 技術者の直接立会い、指示、指導及び確認（作業員任せにしない） 
⑬ 保守・補修の記録：保守・補修の内容、使用した予備品消耗品、実施作業者、監督

者 
⑭ 管理者の氏名、署名 
⑮ 保守・補修後再使用時の状況確認：運転記録、状況確認 

 
3） 運転・保守整備要員の技術指導 

① 現状要員及び新規採用者の技術能力判定 
② 現状要員及び新規採用者それぞれの技術向上目標の設定 
③ 作業員は日常業務を通じて技術指導を行う。目標を指示し、実行させ確認する。 
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④ 将来技術者に育成する候補者は、技術者の補助員として作業させ、実務を通じ管理

者としての責任と自覚をもたせて、自己責任において能力向上させるよう厳しく指導

する。 
 

4） T＆D 設備運転・保守整備技術者及び要員の育成 
① NPA 管理部門及び上層部を指導し、緊急対策としての発電設備運転・保守整備技術

者の確保及び長期的人材育成計画を立案させ、実行状況をフォローする。 
② T＆D 技術者及び将来技術者に育成する候補者に対し、日常の実務を通して管理能

力、技術能力の向上を指導する。 
③ 海外研修受講指導 
④ MG/AG メンバーの中で、技術レベルが向上した将来エンジニア候補者として有望

な人材を選定する。 
 

5） MG/AG に対する高度実務技術の短期集中的実地指導 
① T＆D 設備メーカーの熟練した技術者による、1 年目、2 年目、3 年目定期点検解放

修理実施時に AG の保守整備要員に対する実地技術指導を実施する。 
② T＆D 設備の運用状況を監視し、MG/AG 要員に対し運用・保守整備技術を実務的具

体的に指導する。 
 

6） MG/AG に対する理論、構造、機能に関する短期集中的研修 
① MG/AG 要員に対する技術、知識の定着：電気回路図の理解と利用を徹底指導する。

座学講習及び現場実務指導により、T＆D 設備システム、送配電理論、ケーブルと変

圧器、調圧、力率改善理論、遮断器の保守・補修、取り扱い等及び保護協調、絶縁協

調、を適切に教え理解させる。 
② 新規採用人員に対する基礎技術講義：早く実務に慣れるよう座学講習及び現場指導

により送配電設備システム、電気回路図の見方、架線理論、遮断器、開閉器、調整機

器、PLC、保護リレー等の機器、制御・保護・監視の概念と実地指導を行い理解させ

る。 
（特記）送配電設備維持管理能力向上のために、PC、業務ソフト（簡易 CAD、在庫管理、系

統解析等）及び IT を導入して OJT 訓練し、技術情報の標準化、蓄積、共有化、利用

と迅速化を定着させる。モニタリングと系統（グリッド）電力調整の手法を OJT 指導

する。 
 

３－３－６ NPA 電気設備・送配電設備維持管理の技術指導の実施スケジュール 
① 年度ごとの実施スケジュール案（電気設備・送配電部門）を以下の表に示す。 
② 表中の MG はマネジメント（管理）グループ、AG はアクション（実行）グループを示

す。 
③ プロジェクトの調査・準備期間は 2010 年 6 月から 9 月までの 3 カ月間とし、本プロジェ

クト開始を 2010 年 11 月として、実施期間を 2010 年 11 月から 2013 年 10 月までの 3 年間

としている。 
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④ 本プロジェクトを 3 段階に分け、シエラレオネ側の技術習熟の度合いを考慮し、1 年目

を技術習得期間、2 年目を技術充実期間、3 年目を技術定着期間と位置づける。 
⑤ 本プロジェクトは、シエラレオネ側が自己の力で電力供給設備維持管理ができるところ

まで、すなわち技術定着まで日本側が段階を追って気長に適切に指導し、自立を確認する

ことが肝要である。 
 

表３－３－２ 技術指導の実施スケジュール 

段階 実施時期 指導対象 実施項目 達成目標 
1．調査・準備 2010/6～

2010/9 
（4 カ月間） 

ファルコン

ブリッジ等

の変電所 

1．NPA 設備維持管理状況

の現状調査 
2．プロジェクト実施案、

スケジュール等の検

討 
3．OJT による長期連続的

技術指導： 
・基本的マネジメント

手法 
・日常点検、運用状況

の確認 
・AG に対する技術指導

・PC、ソフト、IT 導入

調査 
・モニタリング調査 

1．プロジェクト実施詳細計

画作成 
2．変電所 MG のマネジメン

トに着手 
・ログブック、運転・保守

記録の整備、保管 
・運用保守整備計画、予備

品購入計画、維持管理予

算案作成 
・指示命令の徹底・遵守 

3．NPA 本社との連携 
4．PC、ソフト、IT 設置 
5．モニタリングシステム設

置 

2010/11～
2011/10 

（1 年間） 

各変電所の

MG 
OJT による長期連続的技

術指導： 
・ 高度マネジメント手

法 
・運用状況分析、予測、

判断 
・ 年間運用保守整備の

事前準備 
・予備品、消耗品の確

保 

1．変電所 MG のマネジメン

ト能力習得 
・年間運用保守整備計画作

成 
・年間予備品購入計画作成

・年間維持管理予算案作成

・年度予算確保 
・予備品、消耗品、工具管

理台 

2010/11 
（約 2 週間） 

各変電所の

AG（MG）

変圧器、盤、架線技術者

による点検技術指導： 
・遮断器点検、盤内部

点検 
・配電盤内部点検、安

全処置 
・絶縁抵抗測定、変圧

器油点検 

MG：予備品確保、事前準備、

：高度技術的判断能力向上

AG：高度保守能力習得（遮断

器点検、盤内部点検変圧

器点検、絶縁抵抗測定、

復旧、運転確認） 

2011/5～
2011/6 

（約 4 週間） 

各変電所の

AG（MG）

変圧器・盤、架線技術者

による 1 年後点検技術指

導： 
・継電器試験、安全処

置 
・架線点検、ケーブル

点検 
・清掃点検 

・継電器試験、 
・架線、地下線点検 
・清掃点検 
・部品交換 

2．プロジェクト 1
年目 
技術習得期間： 

（2010/11～
2011/10） 

2011/7～
2011/8 

（約 4 週間） 
 

各変電所 
AG 

短期研修： 
・送配電設備基礎理論、

基礎技術講義（座学

及び実習） 

AG：新人の基礎技術力向上 
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2011/11～
2012/10 

（1 年間） 
 

各変電所 
MG 

OJT による長期連続的技

術指導： 
・高度マネジメント手

法 
・送配変電状況分析、

予測、判断 
・年間運用保守整備の

事前準備 
・予備品、消耗品の確

保 
・トラブルシューティ

ング 
・予防保全 
・AG 要員教育訓練計画

・PC,IT の訓練と利用 
・モニタリングの訓練、

利用 

1．変電所 MG のマネジメン

ト能力向上充実 
・年間運用保守整備計画充

実 
・年間予備品購入計画充実

・年間維持管理予算案充実

・年度予算確保 
・予備品、消耗品、工具管

理台帳充実 
2．NPA 本社との連携 
3．AG 要員の教育訓練 

・PC、IT の訓練と利用定

着 
・モニタリングの訓練、利

用と定着 

2012/5～
2012/6 

（約 4 週間） 

各変電所 
AG（MG）

変圧器・盤、架線技術者

による 2 年後点検技術指

導： 
・安全保安処置 
・計測実習 

MG：予備品確保、事前準備、

：高度技術的判断能力充実

AG：高度保守能力習熟（計

測、安全措置、復旧） 
 

2012/9～
2012/10 

各変電所 
MG 

海外技術研修 日本、ケニア、ガーナなどで

の技術習得 

3．プロジェクト 2
年目： 
技術充実期間 

（2011/11～ 
2012/10） 

 

2012/7～
2012/8 

（約 4 週間） 

各変電所 
AG 

短期研修： 
・変配変電設備基礎理

論、基礎技術講義（座

学及び実習） 

AG：新人の基礎技術力向上 

2012/11～
2013/10 

（1 年間） 
 

各変電所 
MG 及び 
他変電所 
MG 

OJT による長期連続的技

術指導： 
・高度マネジメント手

法 
・運転状況分析、予測、

判断 
・年間運用保守整備の

事前準備 
・予備品、消耗品の確

保 
・トラブルシューティ

ング 
・予防保全 
・突発事故対応 
・調相設備、電圧調整

設備 
・AG 要員教育訓練計画

・PC、ソフト、IT の訓

練と利用 
・モニタリングの訓練、

利用 

1．ファルコンブリッジ MG
のマネジメント能力向上

定着 
・年間運用保守整備計画定

着 
・年間予備品購入計画定着

・年間維持管理予算案定着

・年度予算確保定着 
・予備品、消耗品、工具管

理台帳定着 
2．長時間連続運転達成 
3．NPA 本社との連携 
4．AG 要員の教育訓練定着 

・PC、IT の訓練と利用定

着 
・モニタリングの訓練、応

用と定着 
 

4．プロジェクト 3
年目： 
技術定着期間 

（2012/11～ 
2013/10） 

 
 
 
 
 

2012/5～
2012/6 

（約 4 週間） 

各変電所 
AG（MG）

 

変圧器・盤、架線技術者

による 2 年後点検技術指

導 

MG：予備品確保、事前準備

：高度技術的判断能力定着

AG： 高度保守能力定着（部

品交換、復旧、調相、調

圧技術） 
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2013/9～
2013/10 

各変電所 
MG 

海外技術研修 日本、ケニア、ガーナなどで

の技術習得 
 

2013/7～
2013/8 

（約 4 週間） 
 

各 変 電 所

MG 及び他

変電所 AG 

短期研修： 
・送配変電設備基礎理論、

基礎技術講義（座学及

び実習） 

AG：新人の基礎技術力向上 

 
３－４ NPA のマネジメント体制と課題 

３－４－１ NPA におけるマネジメント体制の現状 
シエラレオネは「国家民営化委員会法（National Commission for Privatization Act, 2002）」を制

定し、NPA に関連する省の権限や責務をすべて国家民営化委員会（National Commission for 
Privatizatio：NCP）に移譲することとなり、その結果 NPA は NCP の管理・監督を受けることに

なっている。 
NPA の現状の組織図は図 3-4-1 に示す 2008 年当時の組織と全く変っていない（収集資料（12）

1/4 参照）。特に総裁、副総裁、技術部長といった発電、送配電にかかわる分野の上部組織は体

制も人物配置も同じである。 
NPA は取締役会（Board）の下の総裁（General Manager：GM, Dr. Zubairu Kaloko）が運営全

般の権限を行使し、技術上の諸問題は GM の下の副総裁（Deputy General Manager：Dept GM, Mr. 
Denis John Scott Garvie）に検討を委ねている。 
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（出所：NPA 総務部人事課、シエラレオネ首都圏電力マスタープラン調査報告書） 
［備考］括弧内の数字は社員の数を示している。 

 

図３－４－１ NPA 組織図 

 
発電設備及び送配電設備の運用・維持管理の諸問題については、副総裁の下の技術部長

（Technical Director：TD, Mr. Mahmood B. G. Timbo）が、その配下の発電課長（Generation Manager, 
Mr. Harry Harold-Reider）と送配電課長（Transmission & Distribution Manager：T&D Manager, Mr. 
Alhaji Timbo）に指示して検討させ報告を受けて承認し、副総裁及び総裁の決済を得る、という

形式をとっている。 
また、副総裁の下に経営企画部長（Corporate Planning Director）がおり、その配下に系統計画

課長（System Planning Manager）がいて、見かけ上は計画業務を行う体制のようにはなってい

る。しかし実際は、経営企画部長は副総裁が兼任しているため、系統計画課長が直接副総裁の

配下についている。 
系統計画課は課長以下 8 名で 2 名がエンジニアで残る 2 名は元キングトム発電所所長と元発

電課のシフトチーフであり、電力設備運営維持管理の計画業務ができそうにみえるが、実際に

は今まで電力設備運営維持管理にはほとんど関心ももたず何等の貢献もしていない。また、副

総裁から系統計画課に対しては電力設備運営維持管理に関する特段の指示があるようにもみえ
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ない。発電設備維持管理に関する、NPA 本社のマネジメントは実質的に技術部長（Technical 
Director）と副総裁（Deputy General Manager）の 2 名だけで行われている。 

営業部、経営企画部、財務部、総務部は NPA 本社にあり、本社としてのマネジメントを行う

ことになっている。技術部は技術部長だけが NPA 本社に在席している。 
NPA 本社と技術部門の現場（発電課、送配電課）の関係は極端な上意下達の一方通行であり、

特に総裁、副総裁からの指示命令はもちろん、技術部長の指示命令も絶対で反論は許されない。 
また、現場からの上申や提案、要求などについては技術部長や副総裁、総裁の意に沿わない

限り、技術部長の承認を得ることは困難で、更に総裁の決済を得ることはまず不可能である。 
しかし、現場が上局からの指示命令を実行した結果、明らかに問題が生じたとしてもその結

果について指示した上局が責任を問われることはない。典型的な例として三菱 6 号機のクラン

クピン軸受け焼損後のエンジン開放と放置であり、いまだに責任者から納得できる説明はない。

現在のこの NPA のマネジメント体制とやり方は、2008 年当時と全く同じである。 
各部署間の連絡、調整の手段は、正式には責任者からの依頼、通告、連絡などのレターであ

る。責任者がレターを受け取り、コメントを書いて上局に上げたり、関係先に回したりしてい

るが、コミュニケーションは迅速ではない。そこで携帯電話による連絡が多く行われるが、記

録が残らずうやむやになる場合が多い。 
発電課の組織図は以下のとおりである（収集資料（1）4/4 を参照）。 
 

 
（出所：NPA 資料から調査団作成） 

 

図３－４－２ 発電課組織図 
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発電課は課長以下主としてキングトム発電所に勤務し、一部はブラックホールロード発電所

に勤務している。発電課長はキングトム発電所長を兼務している。 
次に、送配電課の組織図を以下に示す（収集資料（1）3/4 を参照）。 
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Chief Superientendent Maintenance

SEE System
Planning &Devt

SEE Operations
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Protection

Premises
Installations &

Service Connection
Eng.

System Planning
& Devt Eng.

Premises
Installations & Serv

Connection
Superintendent

Service
Connection
Technician

Linesmen

General Worker

Premises
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Technician
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Technicians

D& SP Lines
Technicians

D& SP Cable
Technicians

D& SP
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Technicians
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Technicians
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Technicians
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General
WorkersLinesmenCable Jointers

Cable Jointer
Mates
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Lines Mates
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Maintenace
Technicians
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Maintenace
Linesmen

General Workers

Standby Fault
Technicians

System
Controlling

Officer

System
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Technicians

Electrical Eng.
Operations & System

Protection

Chief Superintendent
Operations & System

Protection

Telephone
Operators

Faults
Linesmen

General
Workers

System
Controlling

Technicians

Messenger &
Cleaner

（出所：NPA 資料から調査団作成） 
 

図３－４－３ 送配電課組織図 

 
送配電課は課長以下主としてファルコンブリッジ変電所に勤務し、そのほかは市内の発電所

や変電所で作業している。送配電課長はファルコンブリッジ変電所長を兼務している。 
発電課は発電課長の下に、運転係長（Operation Manager）が率いる運転係（Operation Shift）

と、機械保守係（Mechanical Maintenance）及び電気保守係（Electrical Maintenance）が配置され

ている。計画係（Planning）は組織図上にはあるが実在しない。 
送配電課は送配電課長の下に送配電課長代理（Deputy T&D Manager）がおり、その下に系統

計画係（System Planning & Development）、保守係（Maintenance）、運転系統保安係（Operation & 
System Protection）が配置されている。 

発電課の業務実施の流れとマネジメントの状況もまた上意下達で、発電課長の指示命令に従

い運転係長や Superintendent及び Supervisorの地位にあるテクニシャンが運転監視員や保守要員

に作業を指示する。作業の経過や結果についてはテクニシャンがフォローし、課長または運転

係長に報告することになっている。しかし実際は課長の指示も放置されて実行されず、また報

告もなくいつの間にかうやむやになることもある。 
発電課における日常業務については、新潟 7 号機及び 8 号機発電機の運転中は、発電課全員

が発電機の運転、監視、記録、報告にあたっている。現在キングトム発電所では運転要員とし

て 3 シフト制を敷いているが、保守要員もすべて運転要員としてシフトに組み込んでおり、発

電機運転中は設備の保守整備もままならず、発電設備運用管理に無理が生じている。 
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また、現在マネジメント業務の重要な要素である記録整理と分析は、運転係長がただ一人そ

れを担当しているため、ここがマネジメント業務のボトルネックになっている。 
NPA 発電部長はキングトム発電設備運用管理に必要な要員の人員増強について、表 3-4-1 に

示す内容の要求を NPA 本部に提出している。ここでは特に Planning Engineer 以下 4 名の計画担

当者がぜひとも必要であるとし、また本年（2010 年）末に稼動開始予定のブラックホールロー

ド新発電設備においても、キングトム発電所と同等の要員人数が必要であるとしている。 
 
表３－４－１ キングトム発電所・ブラックホールロード発電所のマネジメント改善並びに維持

管理に必要な人員数 

 Kingtom Power Station Black Hall Rd. P/S 

 Existing Required Total Existing Required

1. Management 
Generation Manager 
Dept. Generation Manager 
Secretary 
Store Keeper 

（4） 
1 
0 
1 
2 

（1） 
0 
1 
0 
0 

（5） 
1 
1 
1 
2 

（0） （5） 
1 
1 
1 
2 

2. Planning  
Planning Engineer 
Planning Superintendent 
Mechanical Superintendent 
Electrical Superintendent 

（0） 
0 
0 
0 
0 

（4） 
1 
1 
1 
1 

（4） 
1 
1 
1 
1 

（0） （4） 
1 
1 
1 
1 

2. Operation 
Operation Manager 
Shift Charge Engineer 
Shift Supervisor 
Switch Board /Engineering Auditors 
General worker 

（11） 
1 
0 
2 
4 
4 

（14） 
0 
4 
2 
4 
4 

（25） 
1 
4 
4 
8 
8 

（0） （25） 
1 
4 
4 
8 
8 

3. Mechanical Maintenance 
Mechanical Maintenance Engineer 
Mech. Maintenance Superintendent 
Fitter 
General Worker 

（21） 
1 
2 

10 
8 

（12） 
0 
2 
6 
4 

（33） 
1 
4 

16 
12 

（0） （33） 
1 
4 

16 
12 

4. Electrical Maintenance 
Electrical Maintenance Engineer 
Elec. Maintenance Superintendent 
Electrician 
General Worker 

（7） 
0 
2 
3 
2 

（8） 
1 
2 
3 
2 

（15） 
1 
4 
6 
4 

（0） （15） 
1 
4 
6 
4 

Total 43 39 82  82 

（出所：調査団作成） 



－56－ 

３－４－２ NPA 電力設備維持管理におけるマネジメントの問題点 
（1）組織運営におけるマネジメントの必要性 

1） 組織で行う業務上のマネジメントとは、特段難しく考える必要はなく、その任にある

マネジメント管理者が、ただ単純にひたすら次のようなことを実行すればよいのである。 
① 何をするか決める。すなわち、何をどうするのかはっきりさせ、方針を決め計画を

立てる。 
② 決めたことを必ず守り、関係先に守らせる。すなわち、自らきちんと実行し、関係

先に実行させ、状況を追跡し、調整、督促する。 
③ 結果の責任を取る。すなわち、決めたとおり 後までやりぬき結果を確認する。で

きなかったらその責任を取る。 
注：ただし、上記の結果責任という概念、価値観、道徳観にはその国の文化が深く関

係しており、わが国の社会通念をシエラレオネ側、特に上級管理者層に説明して

も、果たして受け入れられるかどうかの自信はない。 
2） 組織で業務を行う場合、マネジメントは場所、時間、条件を問わずすべての業務、業

種において必ず必要である。一般的な業務におけるマネジメントの内容はおおむね表

3-4-2 のとおりである。 
 

  表３－４－２ 業務段階とマネジメントの内容 

業務段階 マネジメントの内容 

計画段階 
方針決定、企画立案、情報収集、予測（見込み、見通し）、計画作成（内容、

スケジュール、担当部署）、関係先調整、上局承認 

実施段階 
実行計画作成、実施命令、関係先調整（報告、連絡、相談）、状況追跡（内

容、スケジュール、問題点）、状況判断、事態対応、対策実施 

完了段階 
状況確認（報告、現場確認）、完了確認、報告書、結果評価、見直し反省、

結果責任 

（出所：調査団作成） 
 

3） 電力設備の維持管理業務は複雑で多岐多様の業務が同時並行的にからみ、マネジメン

ト内容もまた多種多様にわたる。 
4） 電力設備維持管理におけるマネジメント内容の一例として、「キングトム発電所発電

設備運用・保守整備計画の作成」について、表 3-4-3 を以下に示す。 
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  表３－４－３ キングトム発電所発電設備運用・保守整備計画の作成 

発電設備 
運用維持管理計画 

計画内容 

① 設備運用計画 
「発電設備運用・保守整備の現状確認」に基づく向こう 2 年

間の設備運用スケジュール作成。燃料、潤滑油、冷却水防錆

剤など設備運用費用の見積もり。 

② 設備・機器の保

守・整備計画 

設備運用スケジュールと関連づけた設備・機器の補修及び維

持管理に関し、各項目・内容・方法、スケジュールの計画書

作成。予備品補充、工具・計器補充。補修、購入品の費用見

積もり。 

③ 要員配置計画 
技術技能に見合った要員の配置計画。現状の要員で能力不足

の場合は新規の適正要員雇い入れを計画。要員雇用の費用見

積もり。 

④ 予算確保 
発電設備運用・保守整備の全費用につきNPA財務部門及び GM
に対し予算申請し、財源を確保させる。 

（出所：調査団作成） 
 

5） 上記のとおり、電力設備維持管理におけるマネジメント業務は、それを実行するには

かなりの作業量があることに注目しなければならない。特に企画、計画や判断という技

術、知識、経験に裏づけられた頭脳作業のほかに、書類作成とか関係先との連絡・調整・

コミュニケーションといった、いわば手足を動かす実務作業が非常に多いということで

ある。したがって幸い企画、計画・判断ができる上級技術者がいたとしても、その一人

だけではマネジメントの実行は不可能であり、必ずそれをサポートする実務者グループ

が必要である。 
 

（2）NPA 本社のマネジメント問題 
1） 現在の電力設備維持管理に関する、NPA 本社のマネジメントは実質的に技術部長と副

技術部長の 2 名だけで行われており、技術スタッフは 1 名もいない。 
このマネジメント体制は NPA が発電していなかった 2 年前の 2008 年当時と少しも変

っておらず、すべての技術上の判断と決定がこの 2 名に集中しているため、常時多忙を

極め、したがって NPA 本社自身が責任をもって十分検討し計画を策定する、または内容

のあるマネジメント実務を行うことはほとんど不可能である。 
2） 現在の Corporate Planning Department の System Planning Manager 以下要員 4 名は、電

力設備維持管理に関する計画・マネジメント業務を理解しているようにはみえず、また

技術部長と副技術部長の 2 名をサポートしている様子でもない、 
3） 2008 年当時は NPA が自前の発電設備をもたず IPP の GTG 社から買い取った電力を配

電するだけの会社であり、発電、送配電を担う技術部門におけるこのようなマネジメン

ト体制とやり方でも辛うじてそれに見合う程度のものであったのかもしれない。 
4） しかし、現在は自前のキングトム発電所が 10MW を発電し、ブンブナの 25MW、GTG
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の 14MW を買い取り、更に 2010 年年末にはブラックホールロード発電所が 16.5MW を

発電する予定で、合計約 65MW もの電力供給能力をもつ電力会社になる。しかし、この

ような状況の変化に対応する NPA 本社の発電設備維持管理上の計画・マネジメントをど

うすればよいか、NPA 本社のトップマネジメント自身がよく分かっていないのではない

かと思われる。 
5） 今回の燃料の購入手配の遅れによる新潟発電機の商用運転開始の遅れ、運転計画がつ

くられていないため新潟発電機の保守計画が立てられないこと、送・配電設備の老朽化

によるトリップ、機関停止の多発、などの発電設備維持管理の NPA 本社のマネジメント

不良は上記の問題が表面化したものである。 
 

（3）電力設備維持管理上のマネジメント問題 
1） キングトム発電所では技術マネジメント能力向上のため、発電課長ほか主要スタッフ

から成るマネジメントグループ（MG）と、運転・保守要員から成る実行グループ（AG）

で構成する「キングトム方式」（仮称）を発足させ、MG 及び AG に対し継続的に維持管

理の OJT 教育を実施している。 
2） MG は週 3 回（月、水、金曜日）、前日の運転シフト長を加え定期的に MG ミーティ

ングを開き、情報交換、指示命令、報告、技術検討を行っている。また、日本側の指導

を得ながら運転記録の確認、保管管理、燃料、潤滑油管理、運転の指揮指導など技術マ

ネジメントに積極的に取り組んでいる。今後 OJT 指導により日常業務の中で技術指導を

行いながら、メンテナンス計画、スケジュール、予備品の購入計画の立案に取りかかる

予定である。 
3） しかし、現在マネジメント業務の重要な要素である記録整理と分析は、Operation 

Manager がただ一人それを担当しているため、ここがマネジメント業務のボトルネック

になっている。早急に Planning Engineer 以下 4 名の計画担当者がぜひ必要であるとして、

発電課長から要員増員の要求を NPA 本社に提出している。 
4） また、例えばキングトム発電所では MG として使える PC が Operation Manager のとこ

ろに 1 台だけしかなく、これらマネジメントの書類作成作業がすべて Operation Manager
に集中するため、作業の進捗が遅くなるという問題がある。NPA の発電及び送配電設備

維持管理能力向上の観点から、キングトム発電所、ファルコンブリッジ変電所でのマネ

ジメント実施のための 低限の機器、備品類（パソコン、コピー機、事務用品、消耗品

など）を充実する必要がある。 
 

３－４－３ NPA 電力設備維持管理におけるマネジメントの課題 
（1）2010 年 8 月現在、シエラレオネ政府、MEWR 大臣 Prof. Ogulande R. Davidson の主導で

NPA 分割を目玉にした NPA の経営再建に向けた構造改革が計画されている。第 1 段階と

して NPA の発電部門と送電部門を NPA に残し、配電部門を切り離し、第 2 段階では送電

部門も切り離すという構想である。既に大統領及びシエラレオネ閣議の了承を得ており、

今後紆余曲折があると予想されるがそれなりに NPA の構造改革が進む見通しである。この

構造改革に沿って、NPA の電力設備維持管理体制を現実的・効果的に改革する必要がある。 
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（2）電力設備（発電及び送配電設備）の維持管理能力を目的とした本プロジェクトを実施す

るためには、特に下記の点に留意しなければならない。特に NPA 本社の計画及びマネジメ

ント能力に問題があることに注目する必要がある。すなわち、NPA 本社には、発電設備維

持管理の予算確保、機材購入手続きなど発電設備維持管理実施に欠かせぬ重要なアドミ部

門があり、NPA 本社の計画・マネジメント能力不足の問題は極めて深刻である。 
 

（3）NPA の電力供給能力がこの 1 年間で急増している一方、発電計画策定、連系運転ルール、

トリップ防止策などの重要課題が並び、更にブラックホールロード発電所の新設、送配電

設備の更新、修理、整備、エンジニア・テクニシャン増員と教育訓練などの問題が山積し

ている。 
 

（4）このような状況下では、技術部長（Technical Director）の下に発電課と送配電課を置いて、

電力供給能力が急増した発電設備及び送配電設備の運用維持管理のマネジメントを行うこ

とは、実際的に不可能といってよい。発電課と送配電課をそれぞれ発電部（Generation 
Department）と送配電部（T＆D Department）に格上げし NPA の基幹部署として、それぞれ

の部が自らの部の経営と、設備の運用維持管理のマネジメントに責任をもたせるよう組織

改革することを提案する。 
 

（5）NPA 本社における電力設備維持管理を担当する計画・マネジメント部門の体制が弱体で

ある。すなわち NPA 電力供給設備維持管理能力の向上の鍵となるのは、NPA 本社に発電、

送・配電を綜合した電力供給設備維持管理の計画・マネジメント業務を実務として実施で

きる実力のあるスタッフを数名以上配置した組織体制をつくり、その業務の内容と責任を

定めることであると考える。 
 

（6）現状の経営企画部（Corporate Planning Department）は発電設備及び送配電設備の運用維

持管理のマネジメントを行う意欲も能力もない。運用維持管理のマネジメントを担当させ

るならば、意識改革を行い、組織体制陣容を見直し、若手エンジニアを増員すべきである。 
 

（7）早急に NPA 本社内において実施すべき電力設備維持管理の計画・マネジメントの課題は

下記のとおりである。 
1） NPA の発電計画策定及び連系運転ルールの制定 
2） キングトム発電所、ブンブナ水力発電所及び GTG 発電所（IPP）の発電量・スケジュ

ールなどを調整した統括的発電計画を策定し、全発電所・変電所間の連系運転のための

ルールを制定する。 
3） 発電及び送配電設備維持管理の予算確保及び迅速な購入手配 
4） 燃料、潤滑油、予備品、消耗品の年間予算計画を立て予算を確保する。 
5） 送配電部門の購入要求に従い迅速に購入手配と供給を行う。 
6） トリップ防止対策の検討、計画及び実行 

① 早急に NPA のすべての送・変電設備の状況を明確にし、不具合箇所すべてを速やか

に整備修復する。 
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② キングトム発電所、ブンブナ水力発電所及び GTG 発電所（IPP）及び全変電所にお

いて連携運転時のルールを遵守し、相互のコミュニケーションを密にする。 
③ 計画的運用を阻害する外部からの干渉（携帯電話からの特定地域への電力投入要求

など）を排除する。 
7） NPA 全体として発電設備及び送配電設備の維持管理要員の大幅増強と教育訓練の計

画を立案する。 
 

（8）業務の指示連絡がレターのやり取りで行われ、コミュニケーション速度が著しく遅い。

携帯電話は証拠が残らず処理がうやむやになる。E-mail 通信など電子情報化を取り入れる

ことを検討すべきである。 
 

（9）キングトム発電所及びファルコンブリッジ変電所における発電設備及び送配電設備の運

用維持管理のマネジメント及び実務技術能力の向上のため下記を実行する。 
① キングトム発電所及びファルコンブリッジ変電所の計画・マネジメント体制強化のた

め若手エンジニアを新規採用する。 
② キングトム発電所及びファルコンブリッジ変電所の MG 及び AG の体制強化及びマネ

ジメントの実施能力向上のための OJT を計画的継続的に実施する。 
③ キングトム発電所及びファルコンブリッジ変電所の MG 及び AG 要員に対する、短期

専門家による高度技術指導、日本、ガーナなどでの技術研修を行う。 
④ マネジメント業務用備品類及び実務訓練 
⑤ 必要機器・工具類を充実する。 
⑥ キングトム発電所及びファルコンブリッジ変電所における新規採用者に対する教育

訓練の計画、準備を行い実施する。 
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第４章 プロジェクトの事前評価 
 
４－１ 妥当性 

本プロジェクトは以下の理由から妥当性が高いと判断される。 
 
（1）シエラレオネの開発政策及び日本の援助政策との整合性 

・ シエラレオネでは、2003 年に国家長期計画である Vision 2025 を発表し、2005 年 2 月に

は PRSP（2005～2008 年）を策定し、貧困・飢餓・失業の削減や MDGs の達成、永続す

る治安等を目標として、①グッドガバナンス・平和と安全の推進、②より貧困な層を対

象とした持続可能な開発、③人間開発の推進の 3 つの柱を掲げた。2008 年 12 月、貧困

削減戦略書（Poverty Reduction Strategy Paper：PRSP）II として「Agenda for Change」を

策定した。PRSP II では、電力、農業、インフラ及び人材育成（教育・保健）の 4 つの重

点分野として挙げられ、その中でも電力の優先順位は高く、シエラレオネの政策と本件

支援内容は合致している。 
・ わが国のシエラレオネへの 2 つの援助重点分野は、①「経済・社会基盤整備」、②「地方

農村開発」である。「経済基盤整備・産業開発」では、経済成長を通した平和の定着のた

め、首都フリータウン周辺の配電・発電・電力供給施設の整備を中心に、電力インフラ

をはじめとする経済開発基盤の整備を支援するとの対応方針が示されており、本案件は、

電力分野への支援であることから本対応方針と合致している。 
 
（2）シエラレオネにおける社会・住民ニーズ 

・ シエラレオネの電力供給は質量ともに絶対的に不足しており、また電化率も著しく低く、

人々の生活水準向上や経済発展の妨げとなっている。このため、電力供給の大幅な改善

を求める住民や産業界の潜在的なニーズは非常に高い。 
・ 本プロジェクトは、NPA のもつ電力施設の維持管理手法について技術者の能力向上を図

り、NPA 本社を含めた電力計画部門の能力向上も併せて図るものである。本プロジェク

トにより、NPA の電力計画・施設の維持管理に携わる人材の量・質とともに整備され、

電力供給の効率性・安定性が確保されることは、社会・住民のニーズに合致していると

いえる。 
 
（3）NPA のニーズ 

・ シエラレオネ政府の目標を達成し、安定した電力供給を行っていくためには、計画・運

転・維持管理能力の向上が必要であると NPA 自身が認識しており、本プロジェクトへの

ニーズは高い。 
 
（4）プロジェクト、対象地域やターゲットグループ選定の適切性 

・ ターゲットグループは、「NPA 技術職員」である。電力供給設備維持管理のための NPA
の人材能力向上によって、持続可能な電力事業運営の基盤が確立することができること

から、本プロジェクトのターゲットグループの選定は適切であるといえる。 
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（5）他ドナー支援との相乗効果 
・ 世銀は IDA（International Development Association）クレジットの提供を用意しており、

また世銀の監理による Trust Fund（インフラ支援の信託基金）が 2010 年 10 月ごろに開

始される予定であり、本技プロで電力供給の安定確保、電力施設の維持管理に係る技術

支援を行う一方、電力施設の改修など、資機材の整備の面では上述の Trust Fund 等を活

用していくことが可能となる。電力の安定供給のためには、ハード面と平行し、ソフト

面における日々の運用・維持管理が重要であり、他ドナーの設備への資金援助と本件技

プロによる NPA の人材育成と業務実施基盤が向上することで、より大きな相乗効果が見

込める。 
 
（6）日本の技術的経験 

・ 日本における送配電ロスは 5％程度といわれており、国際的に極めて低い水準にある。

これは、計画から維持管理までの総合的な技術力の高さの結果であり、本プロジェクト

は、わが国の経験や技術を活用できる案件である。 
・ わが国はこれまでもさまざまな国で類似プロジェクトを実施してきており、これまでの

経験を本件で活用することができる。例えば、バングラデシュ人民共和国、ブータン王

国（以下、「バングラデシュ」「ブータン」と記す）、タンザニアでなどそれぞれ電力公社

能力向上プロジェクトが実施されていることから、これら諸国での電力分野支援の経験、

教訓を本件プロジェクトにおいて有効に活用できる。また、ガーナでは ECG（Electricity 
Company of Ghana）による第三国研修が実施される予定であり、シエラレオネから研修

員を派遣することがプロジェクト活動に盛り込まれている。 
 
４－２ 有効性 

本プロジェクトは、留意すべき事項はあるが、おおむね以下の理由により有効性が高いと判断

される。 
 
（1）プロジェクト目標の内容（目標値や指標等）の明確さ 

・ プロジェクト目標はシエラレオネ側の要請に沿ったもので、「NPA の電力供給設備の維

持管理能力が向上する」である。プロジェクト目標に対する指標は「維持管理記録」「送

配電の技術的ロスの割合」「停電回数と停電時間数」「ディーゼル発電の火力効率」「強制

停止回数」である。以上は着実にプロジェクト目標を達成するための、現実的な目標を

指標として設定した。 
・ 3 つの前提条件「マネジメントグループ（MG）及びテクニカルマネジネントグループ

（TMG）が組織され、メンバーが構成される」「十分な数のエンジニア及び技工者が新

規に雇用される」「必要な予算・執務スペース・設備が確保される」は、本プロジェクト

を要請した政府のオーナーシップが強く求められる事項であり、プロジェクト実施開始

直後からモニタリングを行い、必要に応じて進捗について、申し入れる必要があること

を留意すべきである。 
・ 世銀が監理する Trust Fund によって電力セクターへの資金が確保される予定であるが、

本技プロとの相乗効果を発現すべく、世銀による同 Fund との情報共有を行うことが求



－63－ 

められる。 
 
（2）成果→プロジェクト目標達成の論理性 

・ 業務実施基盤の構築（アウトプット 1）、フリータウン地域における発電に係る技術的・

マネジメント能力の向上（アウトプット 2）、フリータウン地域における送配電に係る技

術的・マネジメント能力の向上（アウトプット 3）、発電・送配電の作業計画策定と計画

実施に係る技術的能力の向上（アウトプット 4）を図ることでプロジェクト目標を達成

させる構成となっており、ハード、ソフト両面から、かつ多角的アプローチ（現場から

のボトムアップ、本社計画部門からのトップダウン）により、効果的にプロジェクト目

標を達成させられるアウトプットが配置されている。 
 
（3）外部条件充足の見込み 

・ プロジェクト目標に影響を与える外部条件は、①シエラレオネの電力セクターにおける

政策が大幅に変更されない、②電気料金がコストリカバリー水準に設定され、維持され

る、③NPA の財政管理体制が構築される、④電力施設の改修への必要な予算が継続的に

配分されることである。条件をすべて満たすことは必ずしも容易ではないが、他ドナー

が行う TA との連携、大臣の強いコミットによる改革姿勢から、これら 4 つの条件はあ

る程度満たされる見込みである。 
 
４－３ 効率性 

本プロジェクトは以下の理由から効率的に実施されることが期待できる。 
 
（1）アウトプット指標 

・ 4 つの成果を配置することが計画され、ほとんどの指標は数値化して示すことが可能で

ある。現時点では、目標値は決められていないが、プロジェクト開始後、具体的な目標

値を定め、プロジェクトを実施していくことになっており、現実的かつ効率的な指標と

いえる。 
 
（2）活動計画とアウトプット 

・ 各アウトプットに対し、活動計画が明確に示されている。発電・送配電の分野ごとに活

動計画を別途定めることで、具体的な活動計画が示されており、投入する専門家や資機

材との関係も明確である。 
 
（3）投入計画 

・ 日本側の投入は複数分野の専門家によるチーム派遣とする予定であり、役割、先方ニー

ズに応じて機動的に短期ベースの専門家を投入することで、コストを抑えることとして

いる。 
・ C/P の配置は NPA より Project Director、Deputy Project Director、Project Manager、候補者

のほか、テクニカル・マネジメント・チーム、送配電マネジメント・グループ、発電施

設マネジメント・グループが配置される見込みである。 
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・ プロジェクト事務所スペース（専門家執務室）は、NPA 本部内に確保される見込みであ

る。 
 
（4）想定される外部条件 

・ 「訓練された技術職員が継続して NPA に勤務する」では、本件実施期間中に大幅な人事

異動はないと期待はできるが、シエラレオネ側の事情により変更される可能性はある。

円滑に本件を運営していくためにも、本件実施期間中、C/P 機関に計画どおり役割を務

めてもらうよう協力を求める必要がある。 
・ 「NPA のマネジャー及びダイレクターが職責を果たす」では、管理職として発電所・変

電所での通常業務が円滑に進められるよう部下を監督・指示し、上位管理者へ報告をす

る等の職責が果たされることで、トラブル発生時には、責任部署・監督者・担当者が、

問題が解決されるまでその問題に取り組むことが可能となり、問題解決策が組織内に蓄

積されていくことが期待できる。 
・ 「NPA の通常業務に必要な予算が継続して配分される」では、シエラレオネ側で本件実

施のための予算配賦計画は現時点では示されていない。本件への財政負担については、

世銀が監理する Trust Fund へのアクセスや、NPA の年間運営費の確保を求めていく必要

がある。 
 
（5）投入のタイミング 

・ 日本側からプロジェクト活動に係る機材が投入される計画であるが、機材それぞれの具

体的な投入タイミングについては未定である。全体額が高額にならないよう、能力向上

に必要な機材をプロジェクト開始直後に精査する必要がある。 
 
４－４ インパクト 

本プロジェクトのインパクトは以下のように考えられる。 
 
（1）上位目標達成の見込み 

・ 本案件では、シエラレオネの電力サービスプロバイダーであるシエラレオネ電力公社

（NPA）をカウンターパートとして位置づけている。プロジェクト終了後 5 年程度のの

ちに達成される上位目標は「NPA の財政状況が改善され、NPA が電力供給コストを回収

できる」である。シエラレオネで電力供給を質・量ともに確保し、NPA の財務状況を反

転させるには、NPA の技術者を増員し、質を高めて維持管理能力向上を図り、電力施設

の稼働率を上げ、販売可能な電力供給量を増やすことが求められる。 
潜在需要が多いにもかかわらず、配電ロスが高い対象地域において、電力量を増やす

ことで電気の売り上げ向上の余地は十分あり、したがって、上位目標の達成は可能と判

断される。 
 
（2）技術的インパクト 

・ 本プロジェクトでは、主に都市部における電力供給設備の運転・維持管理体制の改善が

目的であり、NPA が日々の運転・維持管理を着実に実施していくことが重要な成果であ
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る。この成果を達成することにより、業務実施基盤が整備され十分な実務経験を有した

技術者が育成されれば、訓練を受けた技術者を地方の発電所に派遣し、シエラレオネの

ディストリクトの町での電力供給の復活に寄与するという大きな技術的インパクトも期

待できる。 
 
（3）経済的インパクト 

・ 発電・送配電の業務実施基盤が整備され人材が育成されることで効率的な電力供給が可

能となり、NPA の収入が増加することで NPA の財政面での正のインパクトが想定され

る。さらに、シエラレオネの電力事情が改善されることにより、国内産業（製造業、商

業、農業、サービス業）すべてに正のインパクトを与え、経済発展につながっていくこ

とが期待される。 
 
（4）社会的・文化的インパクト 

・ 上位目標の達成により、国家長期目標である「Vision 2025」の達成に向けたさまざまな

分野への波及効果が想定される。①質・量が確保された電力供給による一般世帯の住民

の生活の向上、②医療機関が質・量の確保された電力供給を継続的に利用することによ

る保健衛生状況の改善と費用の削減、③公共機関が質・量の確保された電力供給を継続

的に利用することによる公共サービスの効率化と費用の削減、④学校が質・量の確保さ

れた電力供給を継続的に利用することによる IT 授業の導入（IT リタラシーの普及）等々

に寄与することが予想される。 
 
４－５ 自立発展性 

本案件の自立発展性の見込みは、以下のように予測できる。 
 
（1）政策･制度 

・ シエラレオネの電力政策は、同国の中長期国家開発計画の重点課題に位置づけられてお

り、プロジェクト目標、上位目標などのプロジェクトがめざす効果は、本案件終了後も

持続する可能性が高い。 
 
（2）組織・体制面 

・ 本案件のターゲットグループである NPA は、電力サービスプロバイダーであり、管轄す

る MEWR はエネルギー電力政策の実施・モニタリングの中核的な担い手である。これ

らの機関の基本的な役割、組織、制度は本案件終了後も継続すると見込まれるが、NPA
については、NPA の経営改善のために、発電部門と送配電部門を分割し、それぞれの組

織の経営トップを公募する計画がある。これは NPA のマネジメントの改善につながる分

割であり、かつ IDA 支援の条件であることから、プロジェクト効果の発現を妨げるもの

ではないと考えられる。 
・ 本件調査中、NPA の民営化プロセスを監督する国家民営化委員会（NCP）による NPA 幹

部への指導が入るなど、スムーズなプロジェクト実施に協力的な体制が整いつつある。

監督省庁である MEWR と NCP の協力的な体制はプロジェクト実施において有益である
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と考える。 
 
（3）財政面 

・ 現時点では、業務実施基盤が脆弱でなおかつ電力設備も十分な供給力が維持できていな

い状況で、NPA の財政は 悪である。しかし 2009 年から DFID の支援によって NPA に

3 名のコンサルタント（Commercial Director、Financial Controller、Coordinator）が財務部

に配置され、少しづつではあるが料金徴収の透明化が図られ、徴収率も上昇している。

また NPA が導入しているプリペイド料金徴収システムにより、未回収金を防ぐ努力が進

められている。さらに、世銀が監理する Trust Fund が適切にかつ継続的に利用されるこ

とで、一定の電力設備更新が可能であると考える。NPA が財政的に自立し、企業性が発

揮されるならば、安定した電力供給のために、自らの技術レベルの確保が可能となる。 
 
（4）技術面 

・ NPA 技術者へのトレーニングは、本案件実施により強化され、業務実施基盤の整備を通

じて実務経験を更に積むことができると予想される。技術訓練を受けた技術者が更に次

の人材育成をしていくことで技術力の定着がより確実となることが予想される。 
・ 投入予定の資機材の維持管理については、プロジェクト専門家から C/P へ正しく維持管

理方法を指導することで、持続的な維持管理がなされると期待できる。 
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４．事業事前評価表
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５．評価グリッド
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６．面談議事録

  2010 7 27 11 40 12:40 

(Ministry of Energy and Water Resources) 

Mr. Ogunlade R. Davidson (Minister) 

Mr. Martin Kamara (Deputy Minister) 

Mr. Denis Garvie (Deputy General Manager)  

SLFO

7 28 M/M R/D

8 2 7 30

6MW 6MW Kono

Makeni Maburuka Moyamba NPA

15 20

70 80

Garvie Deputy GM

inventory

JICA
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  2010 7 29 11 40 12:30 

(AfDB)

 AfDB

Dr. Samuel Ofori Onwona (Resident Representative) 

Mr. Cecil Nartey (Principal Country Programme Officer) 

SLFO

AfDB

AfDB NPA

NPA AfDB NPA

NPA NPA 95

NPA

4 5

Public Sector

Nartey
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3 NPA

3

AfDB
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  2010 7 29 14 15 14:45 

DFID

 DFID

Mr. Sam Grout-Smith (Human Development Programme Advisor) 

SLFO

DFID

Grout-Smith DFID 1,800 1,400

2009 11 Financial Controller Head of Operation (Commercial 

Director) IT Assistant 3 NPA

DFID Trust Fund

Trust Fund DFID 2,400

2010 9 10 Trust Fund

Fund

PDM

NPA

NPA

BADEA

MEWR

NPA DFID
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  2010 7 29 14 00 14:40 

 JICA

Mr. Mudassar Imran (Task Manager) 

Mr. Sameh Mobarek (Finance, Private Sector Development, and 

Infrastructure Unit) 

27

2 IDA NPA

IDA 1,500 2,000 IDA

TF DFID 2,000 2,400

NPA SL NPA

NPA

NPA GM NPA GM NPA

NPA NPA NPA

NPA

JICA 11

TA Technical Assistance C/P

C/P

NPA JICA

Financial Controller Commercial Director Coordinator

NPA

8 JICA TV 9
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  2010 7 29 16 00 16:30 

 EU

 EU

Mr. Quentine Peignaux (Project Officer/ Infrastructure) 

Mr. Ibrahim Cole (Project Officer) 

SLFO

2

Peignaux Cole NPA

Trust Fund EU

EU

EU Cole

EU

JICA
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７．現況写真

1

1. 8 7 2. No. 2

3. 4. 6

5.
Mirrlees2 Mirrlees3 Sulzer4

Sulzer5

6.
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2

7. 8.

9. 10. 

11. 12. 

33kV 161kV
11kV
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８．現況報告

      2010 8 7
      

6 (16KU30 ) 1995 JICA

2007 9

BRAKEDOWN AND MAINTENANCE HISTORY OF MITSUBISHI 16KU30A 
By Mr. Aiah Morsieray, Operation Manager, Generation Department NPA 
14th August 2009 

6 (16KU30 ) 1995 JICA

1998 3 No.4,5
ZAMAN ENERGY

1999 8 No.7 1999 12 Grobal 
Crankshaft Services(GCS) 2000
Lahmeryer 2001

2005 6 No.2 No.5
2005 8 No.5

2005 11 No.2
2006 1

2006 7 LO LO
Mirrlees3

Sulzer4 LO
6

LO LO
LO ARGINA T40 7 ARGINA 

T30 ARGINA T40 7 T30 35
2006 8

11
No.6

2007 3 24 3MW

8 1
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2007 4 Mirrlees3 LO 6
2007 9 23

L5 R5
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2009 3 30

(1)
4,5 Sulzer 8RNF68 9.2MW 6 16KU30

5MW) 3
(2) 4

(3) 4
NPA

(4)

(1)  4 Sulzer 8RNF68
1)  2009 2 3 13 17

MW
2) 10

3)

4)

5) 4 5

6) Woodward Woodward

NPA
7)

8)

9)
MW 44

8 2
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10) 7), 8)

11) 

12)
4

13) Sulzer 8RNF68

NPA

(2)
1) 4,5,6

2) 6 KU30

3)

4) 6 KU30

5) ,5 Sulzer 8RNF68

6) 2008 9 2009 2

7)

8) NPA
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(3)
1)

2)

3) NPA

4)

(1)

(2) JICA 2
2010 1 7.8 5MW

2
(3)

7.8 5MW 2 1
4,5,6

(4)
1)  

1

2)  NPA

3)  

4)  NPA
NPA
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5)  7.8

NPA

(1) JICA

(2) NPA

(3) NPA

< .> 
1)  

2)  

3)  

< >
1)  NPA

2)  JICA NPA

3)  
JICA

< >
1)  NPA
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2)  JICA NPA

6 16KU30 5MW
(1) JICA

(2)

1)  
6

2)  
MW

6
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6
MG

Mr. Harry .H. Reider: Generation Manager 
Mr. Aiah Morsieray :  Operation Manager 
Mr. Taju Aziz         Assistant Chief Superintendent Electrics 
Mr. Mohamed R. Kamara: Senior Superintendent Electrics 
Mr. Henry A M Tucker   : Ag Chief Superintendent Mechanics 
Mr. Mohamed Conteh    : Senior Superintendent Mechanics 

AG
MG AG

AG MG AG

MG OJT

MG
AG

MG/AG

NPA
NPA

8 3
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NPA
MG AG

NPA

NPA
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 Name of Maintenance Work  Work Content Date Remark 
1 No.8 Engine C/W pressure gage 

crack
Repaired by welding 14th May 2010 Welded part were 

crached 
2 Cleaning of impellers and turbines 

of turbochargers 
Cleaning with water spray in 
engine operation condition 

16th May 
(carried out on 
every Sunday) 

Engine power were 
reduced to 1000kW 
during the turbine  
side cleaning 

3 No.1 & No.2 FO purifier FO feed 
pump electromagnetic switch 
failure 

Replaced to electromagnetic 
switch of Sulzer’s purifier 
(temporally ) 

22nd May 2010 genuine switches (4 
sets ) are arranged 

4 No.2 LO purifier LO feed pump 
electromagnetic switch failure 

Replaced to electromagnetic 
switch of Sulzer’s purifier 
(temporally ) 

28nd May 2010 genuine switches (6 
sets ) are arranged 

5 No.7 engine exhaust gas pipe 
flange bolt (one ) loosening 

Loosen bolt was fastened 
tightly 

28nd May 2010  

6 Backwash filter checking of No.7 
& No.8 Engine LO main filter 

Check the particles on the 
back wash filter element  

2nd June 2010 LO condition were 
Normal

7 1st FO filter of No.7 & No.8 
Engine pressure difference high 

Filter element remove with 
change over and cleaned  

4th June  

8 2nd FO filter of No.7 & No.8 
Engine pressure difference high. 
The filter backwash operation 
moving continuously. 

Filter elements were changed 
to spares. Used elements were 
cleaned by kerosene oil. 

16th June 2010 Sulzer’s purifier was 
used before Niigata 
FO buffer tank  
(10th June-15th June)

9 Forced stopping of No.7 & No.8 
Generators by HFO fuel tank 
empty 

Waiting the fuel charging 21st June 2010  

10 LO purifier oil level down LO filled to full level, Shell 
ARGINA T30 (T40 used in 
shot period) 

23rd June 2010 19th June: T40 
after 23rd June: T30 

11 No.2 FO purifier speed sensor 
failure 

No.1 purifier is operated and 
No.2 purifier is on stand by. 
Operation without speed 
sensor is available. 

25th June 2010 New speed sensor 
(one piece ) is 
arranged

12 3rd FO filter of No.8 Engine 
pressure difference high 

Filter elements were changed 
to spares. 

28th June 2010 Spare element has to 
be provided(One set)

13 3rd FO filter of No.8 Engine 
pressure difference switch failure 

Waiting of renewal 30th June 2010 New speed sensor 
(one piece ) is 
arranged

14 2nd FO filter elements of No.7 & 
No.8 Engine cleaning 

Filter elements were cleaned 
with bubbling kerosene oil 

2nd and 3rd

June 2010 
Washed elements 
were tested on 12th

July. 
15 2nd FO filter elements of No.7 & 

No.8 Engine cleaning 
Filter elements were cleaned 
with bubbling Diesel oil, air 
blow (3 times) 

14th to 20th  
June 2010 

Washed elements are 
tested on  

16 No.2 FO purifier speed sensor 
replace with new one 

No.2 FO purifier was opened 
and speed sensor replaced. 
After replace purifier was 
tested at 11600 rpm 

16th to 19th,
June 2010  

Original sensor was 
contacted on the 
spindle

17 No.7 Engine, B3 fuel injection 
Pump damage and replace  

Fuel pump spring broken, 
roller holder was stick and 
scratched, inner pieces 
broken. Fuel injection pump 
assembly was replaced with  
spare parts. 

16th to 19th,
June 2010  

B3 cylinder exhaust 
temperature came 
down to 53 60�,
pump rack was stick, 
metal particle found 
on cam case cover. 

8 4
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Heavy Fuel Oil Diesel Oil Date
Fuel

Tankers 
(Trips/Day) 

Fuel
Quantity 
(m3/D) 

Total Fuel 
Quantity 

(m3) 

Fuel
Tankers 

(Trips/Day)

Fuel
Quantity 
(m3/D) 

Total Fuel 
Quantity 

(m3) 
7th  May  4 60 60    
8th May 4 60 120    
9th May 6 90 210    

10th May 2 30 240    
11th May 3 45 285 1 9 9 
12th May 4 60 345    
13th May 2 30 375(150) 1 9 18(19.8) 
14h May 6 90 465(188)   (18.5) 
15th May 6 90 555(230)   (13.9) 
16th May 6 90 645(281)   (9.5) 
17th May 1 15 660(277) 1 9 27(14.3) 
18th May 0 0 660(253)   (13.8) 
19th May 0 0 660(215)   (13.8) 
20th May 0 0 660(184)   (11.1) 
21st May 2 30 690(189)   (7.4) 
22nd May 3 45 735(231) 1 2.7 (7.2) 
23rd May 4 60 795(258)   (7.2) 
24th May 4 60 855(278) 1 9 (16.2) 
25th May 6 90 945(325)   (15.5) 
26th May 2 30 975(321)   (13.1) 
27th May 2 30 1005((315)   (10.3) 
28th May 0 0 1005(283) 1 9 (18.1) 
29th May 0 0 1005(246)   (17.2) 
30th May 0 0 1005(212)   (16.2) 
31st May 0 0 1005(177)   (16.2) 
1st June 2 30 1035(179)   (13.6) 
2nd June 2 30 1065(177)   (13.3) 
3rd June 0 0 1065(144)   (12.9) 
4th June 1 15 1080(123) 1 9 (20.5) 
5th June 1 15 1095(102)   (16.7) 
6th June 0 0 1095(63)   (15.7) 
7th June 0 0 1095(0)   (12.8) 
8th June 2 30 1125(0)   (7.8) 
9th June 4 60 1185(56)   (7.6) 

10th June 4 60 1245(76) 1 9 (13.0) 
11th June 4 60 1305(60) 1 9 (21.8) 
12th June 5 75 1380(72.8)   (21.1) 
13th June 0 0 1380(38)   (16.7) 
14th June 0 0 1380(3)   (16.3) 
15th June 2 30 1410(3)   (15.8) 
16th June 2 30 1440(3)   (15.2) 
17th June 4 60 1500(18) 1 9 (21.2) 
18th June 2 30 1530(3)   (20.7) 
19th June 4 60 1590(39)   (19,4) 
20th June 0 0 1590(3)   (18.4) 
21st June 4 60 1650(46)   (15.5) 
22nd June 4 60 1710(62) 1 9 (23.5) 
23rd June 1 15 1725((33)   (20.2) 
24th June 2 30 1755(18)   (19.0) 
25th June 3 45 1800(39)   (15.2) 
26th June 6 88 1888(80) 1 9 (20.5) 

8 5
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27th June 0 0 1888(42)   (20.5) 
28th June 2 30 1918(29)   (17.0) 
29th June  4 60 1978(50)   (15.3) 
30th June 4 60 2038(78)   (12.3) 
1st July 2 30 2068(66) 1 9 (19.7) 
2nd July 2 30 2098(59)   (15.3) 
3rd July 4 60 2158(78)   (15.3) 
4th July 0 0 2158(42)   (12.9) 
5th July 2 30 2188(29)   (12.4) 
6th July 2 30 2218(20) 1 9 (17.2) 
7th July 2 30 2248(50)   (16.6) 
8th July 0 0 2248(50)   (16.6) 
9th July 0 0 2248(50)   (16.6) 

10th July 0 0 2248(50)   (16.6) 
11th July 0 0 2248(25)   (13.7) 
12th July 0 0 2248(15)   (12.1) 
13th July 2 30 2278(40)   (10.4) 
14th July 1 15 2293(42) 2 18 (25.5) 
15th July 2 30 2323(66)   (21.1) 
16th July 2 30 2353(96)   (21.1) 
17th July 4 60 2413(156)   (21.1) 
18th July 0 0 2413(152)   (20.1)  
19th July 3 45 2458(197)   (19.8) 
20th July 4 60 2518(257)   (19.8) 
21st July 3 45 2563(302)   (19.8) 
22nd July 2 30 2593(301)   (18.8) 
23rd July 0 0 2593(301)   (17.4) 
24th July 0 0 2593(301)   (17.4) 
25th July 0 0 2593(283)   (15.4) 
26th July 0 0 2593(283)   (15.4) 
27th July 0 0 2593(283)   (15.4) 
28th July 0 0 2593(283)   (15.4) 
29th July 0 0 2593(283)   (15.0) 
30th July 0 0 2593(283) 1 9 (24.1) 
31st July 0 0 2593(283)   (24.1) 

1st August 0 0 2593(283)   (21.8) 
2nd August 0 0 2593(283)   (21.8) 
3rd August  0 0 2593(283)   (21.8) 
4th August 0 0 2593(283)   (21.8) 
5th August 0 0 2593(271)   (16.9) 
6th August 0 0 2593(271)   (16.9) 
7th August 0 0 2593(271)   (16.9) 

8th August 0 0 2593(262)   (12.1) 
9th August 0 0 2593(246)   (7.9) 
10th August 0 0 2593(208) 1 9 (14.5) 
11th August 0 0 2593(208)   (14.5) 
12th August 0 0 2593(208)   (14.5) 
13th August 0 0 2593(208)   (14.5) 
14th August 0 0 2593(208)   (14.5) 
15th August 0 0 2593(208)   (14.5) 
16th August       
17th August       
18th August       
19th August       
20th August       

(   ): Quantity of fuel remained in reservoir tank 
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９．収集資料リスト

No 

(1) Reply of NPA to the Questionnaire/Information Required to 
NPA 

NPA 

(2) Organization Chart of Generation Department, Generation 
Staff List 

NPA 

(3) System Planning Department, NPA NPA 
(4) NPA, Summary of Departmental Cost for 2010 NPA 
(5) Actual Expenditure For Fuel, Lubricant and Spares NPA 
(6) NPA Kingtom Power Station, Station Consumption for the 

Month of May 2010 
NPA 

(7) Kingtom Power Station Daily Units Generated by Niigata 
18VHLX Diesel Engines 

NPA 

(8) Down Time History of Niigata Engines from May to June 
2010 

NPA 

(9) Procedure Followed in Running Bumbuna Hydro Plant with 
Niigata, GTG or Both 

NPA 

(10) Procurement of Consumables for Commissioning WARTSILA 
Plant at Black Hall Road 

NPA 

(11) Material Requirement for Bulk Metering at Kingtom NPA 
(12) List of Materials Needed for Capacity Building Project of 

Operation and Maintenance Generation
NPA 

(13) List of Materials Needed for Capacity Building Project of 
Operation and Maintenance T & D

NPA 

(14) Sierra Leone Vision 2025: Sweet Salone (August 2003) Government of 
Sierra Leone /Website 

(15) Joint Progress Report on the Agenda for Change, January 
2009- June2010: Stability- Opportunity- Growth ‘It’s Time’ 
(Draft, August 2010) 

Government of 
Sierra Leone 

(16) AfDB in Sierra Leone Annual Report 2009 Contributing to 
the Agenda for Change 

AfDB Sierra Leone 
Field Office 

(17) Sierra Leone Poverty Reduction Strategy, Progress Report 
2005- 2007 (July 2008) 

IMF 
/Website 

(18) Sierra Leone AfDB/IDA/IFC Joint Assistance Strategy 2009- 
2012, Cover Note (November 2009) 

Regoinal 
Department West 
II , AfDB/AfDF 

/Website 

(19) The Sierra Leone Energy Sector: Prospects & Challenges 
(November 2006) 

Ministry of Energy 
and Power, GoSL /Website 

(20) The Energy Policy For Sierra Leone (May 2004) Ministry of Energy 
and Power, GoSL /Website 

(21) 2004 Population and Housing Census Statistics Sierra 
Leone /Website 

(22) 
(2009 9 )

JICA

9 1
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No 

(1) US 16.9 M POWER PLANT in GRANT AID 
COMMISSIONED (May 2010) 

JICA

(2) 10 Megawatts JICA Plant commissioned  (Awoko 
Newspaper, 31st March 2010) 

Awako Newspaper 

(3) Without energy we cannot attract quality investors (Concord 
Times 1st April 2010) 

Concord Times 

(4) Bumbuna light faces another set-back  (Awoko Newspaper, 
5th May 2010) 

Awoko Newspaper 

(5) Bumbuna is down (Concord Times, 5th May 2010) Concord Times 
(6) Another set of NPA machines arrive (Awoko Newspaper, 23rd 

June 2010) 
Awoko Newspaper 

(7) 3 Fight Over $12m Contract (The Exclusive 25th June 2010) The Exclusive 
(8) Nationa Power Authority Vacancy Announcement (Awoko 

Newspaper, 14th July 2010) 
Awoko Newspaper 

(9) Bumbuna kicks off again (Awoko Newspaper, 8th July  
2010) 

Awoko Newspaper 

(10) Invitation for Bids (Awoko Newspaper, 28th July 2010) Awoko Newspaper 
(11) Energy Ministry endorses JICA Plans for Sierra Leone 

(Awoko Newspaper, 3rd August 2010) 
Awoko Newspaper 

(12) IFB/No. GOSL/MEWR/ICB/03/10 
For Phase-2 supply and installation of Light Fuel operated 
Generating Facilities (21st July 2010) 

Awoko Newspaper 

9 2
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